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愛知県立惟信高等学校の取組（外国語（英語）科） 

－パフォーマンステスト，ルーブリック, 

長期的な視野に立った学習指導計画，指導と評価の一体化－ 

 

１ はじめに 

本校が「多様な学習成果の評価手法に関する調査研究」に取り組み始めてから，今年度で２年目と

なった。昨年度は，スピーキングテスト，ライティングテストといったパフォーマンステストの実施

とルーブリックを用いた評価，ＣＡＮ－ＤＯリストの作成等が研究の中心であった。一年間，取組を

続けてきた中で，まだまだ発展途上ではあるものの，パフォーマンステストの継続的な実施やルーブ

リックの活用等については，一定の成果を挙げることができた。 

今年度は，昨年度までの取組に加え，次の段階として，長期的な視野に立った学習指導計画，指導

と評価の一体化といった課題を中心として，本研究に取り組むこととした。 

 

２ 研究の目的 

今次学習指導要領で示されているコミュニケーション能力の育成を図るため，外国語（英語）科の

学習活動について，学習到達目標を明確にしたパフォーマンス課題及びルーブリックを作成し，評価

を行う。この評価手法の妥当性・信頼性を高め，生徒の資質・能力の向上を図るための実践的な調査

研究を行う。 

また，長期的な視野に立った学習指導の実現に向けて，３年間の学習到達目標であるＣＡＮ－ＤＯ

リストを，１年ごとの年間学習指導計画へ，そして単元ごとの指導計画へと関連付けていくための実

践的な調査研究を行う。 

さらに，指導と評価の一体化という観点から，授業における言語活動を充実させるとともに，言語

活動によって生徒が身に付けた力を適切に評価する方法に関する実践的な調査研究を行う。 

 

３ 研究の概要 

(1) 今年度の研究内容 

ア 研究組織 

英語科教員を中心に校内研究委員会を組織し，週１回を目安として会議を開催している。本研究の

計画・運営について審議するとともに，英語教育に関する研究協議及び情報交換を行っている。また，

明治大学国際日本学部の尾関直子教授より，研究全般に関して，随時指導を受けている。 

イ スピーキングテスト（３学期は予定） 

「外国語表現の能力」のうち「話すこと」の評価を行うために，第１学年のコミュニケーション英

語Ⅰで各学期に１回ずつ，第２学年のコミュニケーション英語Ⅱで１・３学期に１回ずつスピーキン

グテストを実施し，ルーブリックを用いて評価を行っている。各学期のスピーキングテストはそれぞ

れ20点満点の試験として扱い，評価結果を成績に反映させている。 

また，評価結果の再検討及びポートフォリオとしての活用を想定し，テスト中のやりとりはＩＣレ

コーダーで記録し，保存している。 

ウ ライティングテスト（３学期は予定） 
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「外国語表現の能力」のうち「書くこと」の評価を行うために，第１学年の英語表現Ⅰで各学期に

１回ずつ，第２学年の英語表現Ⅱで１・３学期に１回ずつライティングテストを実施し，ルーブリッ

クを用いて評価を行っている。各学期のライティングテストはそれぞれ20点満点の試験として扱い，

評価結果を成績に反映させている。 

また，事後の検証及びポートフォリオとしての活用を想定し，生徒の解答用紙は全てコピーをとり，

保存している。 

エ ルーブリック 

イ・ウのパフォーマンステストを実施する際，ルーブリックを用いた評価を行っている。評価の妥

当性・信頼性を高めるだけでなく，学習指導の過程でもルーブリックを効果的に活用するための方策

を研究している。 

オ 長期的な視野に立った学習指導計画 

長期的な学習指導計画を一つ一つの授業に反映させるために，高校３年間の学習到達目標である

ＣＡＮ－ＤＯリストを年間学習指導計画へ，年間学習指導計画を単元ごとの指導計画へと反映させる。

そのために，ＣＡＮ－ＤＯリストに対応した本校独自の年間学習指導計画を作成するとともに，単元

ごとの学習到達目標を踏まえた指導計画の作成に取り組んでいる。 

カ 指導（授業）と評価（テスト）の一体化 

指導と評価の一体化に向けて，一つ一つの授業とテストとの結び付きを意識した学習指導を心がけ

ている。特に，学習到達目標を基点として，その目標に向けて，どのように授業の流れをつくってい

くのかについて研究を進めている。また，形成的評価という観点から，テストの結果をその後の指導

に生かしていくための方策についても研究している。 

キ 自己評価，相互評価の充実 

授業プリントに自己評価・相互評価のためのルーブリックを導入することにより，生徒の内省を促

し，生徒自身の「メタ認知的活動」を促すよう，試みている。 

ク ポートフォリオ 

第１学年の生徒全員に１人１冊のクリアファイルを配付し，ライティング等の作品やワークシート

等を保管させている。生徒自身による「振り返り」を行わせ，自己分析を深めさせたり，学習意欲を

向上させたりするために，ポートフォリオとして活用することを検討している。 

ケ プロセス・ライティング【巻末資料⑩】 

プロセス・ライティングは，一度書いた作品を評価して終わりにするのではなく，「生徒による下書

きの提出」→「教員によるコメント」→「生徒による書き直し」というやりとりを何度も繰り返して

最終的な作品を完成させていく指導方法である。第２学年の英語表現Ⅱにおいて，夏休み課題として

実施し，その成果と課題について検討している。 

コ 惟信版クラスルームイングリッシュ表現集 

英語による授業を行うに当たり，本校独自のクラスルームイングリッシュ表現集を作成し，生徒に

配付した。授業で活用することにより，英語による授業の前提となるクラスルームイングリッシュの

習得を目指している。 

サ 訪問調査 

(ｱ) 岐阜県立東濃実業高等学校 

文部科学省の授業実践事例映像資料に取り上げられた東濃実業高校を訪問し，今次学習指導要領を

踏まえた授業の工夫，教員の協力体制や，英語教育についての考え方など，幅広い内容を学んだ。 
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(ｲ) 愛知県立常滑高等学校 

あいちスーパーイングリッシュ・ハブスクールの指定を受けている常滑高校を訪問し，コミュニケ

ーション活動やパフォーマンステストの実践例，学習内容を定着させるための方策など，さまざまな

工夫や取組を学んだ。 

(ｳ) 京都府立園部高等学校 

平成18～20年度に文部科学省からＳＥＬＨｉの指定を受けて以来，先進的な取組を続けている園部

高校を訪問し，指導と評価についての考え方，ルーブリックの作成手順の実際，評価の信頼性の確保，

オーセンティックな話題を扱うことや低学年からの意識付けの重要性など，さまざまな工夫や取組に

ついて学んだ。 

シ ＪＴＥ・ＡＬＴ共同によるルーブリックの妥当性に関する調査研究 

ライティング課題を評価するためのルーブリックをＪＴＥとＡＬＴが共同で作成し，その妥当性に

ついて検証する。平成27年２月初旬から実施している。 

(2) 研究の経過及び予定 

 ６月上旬    第１学年・第２学年 スピーキングテスト，ライティングテスト 

  ～中旬 

 ６月30日（月） 岐阜県立東濃実業高等学校訪問 

 ９月19日（金） 愛知県立常滑高等学校訪問 

 ９月22日（月） 京都府立園部高等学校訪問 

 10月23日（木） 校内研究発表会…研究授業，明治大学尾関直子教授による指導（惟信高校） 

 11月上旬    第１学年 スピーキングテスト，ライティングテスト 

  ～中旬 

 12月10日（水） 明治大学訪問…明治大学尾関直子教授による指導 

 ２月５日（木） 成果発表会…研究授業，大学教授による指導（惟信高校） 

 １月下旬    第１学年・第２学年 スピーキングテスト，ライティングテスト 

  ～２月上旬 

 上記以外に，週１回程度を目安として，校内研究委員会を開催している。 
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４ 研究の実際 

(1) スピーキングテスト 

ア 第１学年 スピーキングテスト 

 第１回【巻末資料①】 第２回【巻末資料②】 第３回 

ねらい 

（学習 

 到達 

 目標） 

「前もって発話することを用意した上で，

限られた身近なトピックについて，基礎的な

表現を用いて，簡単な情報を伝えたり意見を

言ったりする」 

【ＣＡＮ－ＤＯ】話すこと（発表）1-4,1-5

第１回のねらいに加えて， 

「基礎的な語句，構文を用いて，絵を見て

状況を簡単に描写する」 

【ＣＡＮ－ＤＯ】話すこと（発表）1-2 

第 ２ 回 の

ね ら い と

同じ。 

実施 

方法 

①質問リストを事前に生徒に提示（テストの

１週間前に配付・説明）し，当日までに生

徒同士で練習して準備するよう指示する。

評価の観点も事前に伝える。 

②テストは別室で個別に実施する。試験官役

の教員は，質問リストの中から３つの質問

（問Ａ～問Ｃ）を選び，インタビュー形式

で質問する。 

③基本的にはその場で評価をするが，インタ

ビューの内容を録音しておき，必要であれ

ば，事後に他の教員と協議し，評価する。

①質問リストを事前に生徒に提示し，当日ま

でに生徒同士で練習して準備するよう指示

する。評価の観点も事前に伝える。 

②テストは別室で個別に実施する。試験官役

の教員は，質問リストの中から３つの質問

（問Ａ～問Ｃ）を選び，インタビュー形式

で質問するが，第１回の反省を生かし，暗

記だけでは対応できない問題（絵を渡され，

その絵に関する質問に答える）も含める。 

③基本的にはその場で評価をするが，インタ

ビューの内容を録音しておき，必要であれ

ば，事後に他の教員と協議し，評価する。 

ク ラ ス 全

体の前で，

ス ピ ー チ

形 式 で 行

う予定。 

評価の 

観点 

・①積極性，②質問を正しく理解しているか，

③伝えたい内容を英語で表現できている

か，④正確さ（文法のミスがないか），⑤２

文で答えているか（問Ｃのみ）という観点

で評価する。 

・評価は各質問に対する解答を点数化する形

式で行う。 

・①積極性，②質問を正しく理解しているか，

③伝えたい内容を英語で表現できている

か，④正確さ（文法のミスがないか），⑤２

文で答えているか（問Ｃのみ）という観点

で評価する。 

・評価は各質問に対する解答を点数化する形

式で行う。 

検討中 

評価の 

結果 

・全体の平均点は 20 点満点中，17.7 点と高得

点だった。 

・特に【問Ａ】の YES-NO Question では９割

以上の生徒が満点（５点）を取った。 

・【問Ｃ】の Open Question ではフルセンテン

ス２文で答えなければ満点（７点）にはな

らないこととしたため，生徒間でやや得点

の差が見られた。 

・全体の平均点は 20 点満点中，17.8 点であり，

第１回と同じであった。第１回より，問題

の難易度はやや上がったが，授業中に練習

を繰り返し行ったことが高い平均点につな

がったと思われる。 

・予想どおり【問Ａ】（絵を見て質問に答える

問題）では，生徒間で得点に差が見られた。 

未実施 

所感 

反省 

課題 

・入学して初めてのスピーキングテストであ

ることから，英語が苦手な生徒にも自信を

付けさせ，積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度を育成することを意図し

ていたが，そういう意味ではねらいどおり

の結果となり，「話すこと」に対する学習意

欲が高まったと思われる。 

・課題としては，もう少し早めにスピーキン

グテストの質問項目を作成し，普段の授業

で指導すべきであったということが挙げら

れる。また，今回は暗記すれば高得点が取

れるというテスト内容だったが，次回は即

興で話す力を測るような質問も入れていき

たい。 

・教科書の内容や普段の授業で行っている活

動とリンクしたスピーキングテストを行う

ことができた。これを機に授業でのコミュ

ニケーション活動の大切さを再認識させ，

さらなるモチベーションの向上につなげて

いきたい。 

・課題として，同じ問いの中でも，どの質問

を選ぶかによって難易度が異なるという意

見が出た。また，一問一答という形式にと

らわれず，一つのトピックに関して一定量

を発話させた方が，各生徒のもっている英

語力が評価にそのまま反映されるという意

見もあった。 

未実施 
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イ 第２学年 スピーキングテスト 

 第１回【巻末資料③】 第２回【巻末資料④】 

ねらい 

（学習 

 到達 

 目標） 

「写真や絵，地図などの視覚的補助を利用しなが

ら，一連の簡単な語句や文を使って，自分の毎日の

生活に直接関係のあるトピック（自分のこと，学校

のこと，地域のことなど）について，短いスピーチ

をすることができる」 

【ＣＡＮ－ＤＯ】話すこと（発表）2-4 

「基本的な語や言い回しを使って，人を誘ったり，

誘いを受けたり，断ったりすることができる」 

【ＣＡＮ－ＤＯ】話すこと（やりとり）2-5 

実施 

方法 

①修学旅行についてのスピーチを行う。現地で写真

を撮るなどの準備をするよう，修学旅行の前に指

示する。 

②修学旅行の後に，授業を１時間程度利用して，テ

ストの実施方法の説明と原稿作成を行う。 

③授業を１，２時間程度利用して，クラス全体の前

で発表を行う。発表する際は，写真などの視覚的

補助資料を使用する。 

④評価はその場で行う。生徒にも相互評価させる。

発表の様子をビデオカメラとボイスレコーダーで

記録しておき，必要であれば，事後に他の教員と

協議し，評価する。 

①ペアでの対話を行う。 

②２学期後半より，授業の中にスモールトークを取

り入れ，さまざまな話題についてペアで話す機会

を与える。テスト直前には，テストの内容に即し

た対話の機会を与える。 

③授業を１時間利用して，別室においてペアで実施

する。その場でテーマを与え，２分間で対話をさ

せる。 

④教員（２名）がその場で評価する。対話の様子を

ビデオカメラとボイスレコーダーで記録してお

き，必要であれば，事後に他の教員と協議し，評

価する。 

評価の 

観点 

・①content（内容），②voice（声の大きさ，発音，

アクセント），③non-verbal communication（身振

り手振り）④memorization（記憶）という観点で

評価する。 

・①は４段階評価とし，②③④は３段階評価とする。

・全体で 20 点満点とする。そのうち，①を 10 点と

し，重み付けする。評価結果は２学期の成績に反

映する。 

・①content（内容：個人），②content（内容：ペア），

③non-verbal communication（身振り手振り），④

voice（声の大きさ，発音，アクセント）という観

点で評価する。 

・①②は４段階評価とし，③④は３段階評価とする。

・全体で 20 点満点とする。評価結果は３学期の成績

に反映する。 

評価の 

結果 

・１年時から同様のテストを行っているため，慣れ

ている生徒も多く，比較的よくできていた。 

・満点を得ることができた生徒は各クラス１，２名

程度であった。 

・発表時の声が小さく，評価が難しい生徒がいた。 

・原稿を全て暗記している生徒はほとんどいなかっ

た。 

未実施 

所感 

反省 

課題 

・生徒の取組はおおむね良好だった。生徒の実生活

と関連のある内容で実施することができた。普段

の授業との関連が薄かった点が課題である。 

・英語力の低い生徒は，原稿を作るのに大変苦労を

していたが，教員がどこまで手を入れるか迷う場

面があった。 

・生徒の相互評価シートは回収するだけになってし

まい，うまく活用できなかった。成績に反映する

ことも検討したいが，信頼性の面で配慮を要する。

未実施 

 

  

スピーキングの指導とテストの様子
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(2) ライティングテスト 

ア 第１学年 ライティングテスト 

 第１回【巻末資料⑤】 第２回【巻末資料⑥】 第３回 

ねらい 

（学習 

 到達 

 目標） 

日々の授業で身に付けた表現を利用して，

自分自身の英語の先生を紹介する英文を書く

ことにより，積極的に英語でコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を育成する。 

【ＣＡＮ－ＤＯ】書くこと 1-1, 

                話すこと（やりとり） 

                            1-2,1-4 

日々の授業で身に付けた表現を利用して，

自分自身の好きな本や映画についての英文を

書くことにより，積極的に英語でコミュニケ

ーションを図ろうとする態度を育成する。 

【ＣＡＮ－ＤＯ】 書くこと 1-3 

 

第 ２ 回 ま

で の ね ら

いと同じ。

実施 

方法 

①テーマは「私の英語の先生の紹介」とする。

②授業時間を利用して，ＪＴＥまたはＡＬＴ

にグループごとにインタビューをする。 

③インタビューで得た情報を基に，個別に紹

介文を書く。教員の添削指導を受ける。 

④授業を 20 分間利用して，紹介文を書く。 

①テーマは「好きな本や映画の紹介」とする。 

②授業時間を利用して紹介文を書く。教員の

添削指導を受ける。 

③授業を 20 分間利用して，紹介文を書く。 
検討中 

評価の 

観点 

・①語数，②内容の一貫性，③文や意味の正

確さの観点で評価する。 

・語数の下限を設定し，それに満たない場合

は，各観点の最高点を下げる。 

・①内容の構成，②文の正確さの観点で評価

する。 

・語数の下限を設定し，それに満たない場合

は，各観点の最高点を下げる。 

検討中 

評価の 

結果 

・平均点は 20 点満点中，15.6 点であり，全体

としては満足できる結果であった。 

・グループでインタビューを行ったため，英

語が苦手な生徒も比較的取り組みやすかっ

たと思われる。 

・原稿をしっかりと覚えてきた生徒が多かっ

た。 

・平均点は 20 点満点中，13.3 点であり，第１

回よりも低い得点であった。 

・内容（映画や本の内容を紹介）の面で，し

っかり書けた生徒とそうでない生徒の差が

大きかった。 

未実施 

所感 

反省 

課題 

・積極的にインタビュー活動に取り組んだ生

徒が多かった。 

・英語が苦手な生徒はＪＴＥにインタビュー

し，英語を積極的に使いたい生徒はＡＬＴ

にインタビューをする傾向が見られた。 

・大半の生徒にとって，教員にインタビュー

をするという経験は初めてだったため，積

極的に英語を話したり，聞いたり，書いた

りする姿勢を身に付けさせることができた

ように思う。 

・本や映画の紹介を，相手に分かりやすくで

きる生徒とそうでない生徒との差が大きか

った。 

・普段の授業では，身近な事柄や自分のこと

について，簡単な英語を用いて自己表現す

る機会を多く与えている。しかし，今回の

テーマのように本や映画の内容を紹介する

には，自分の考えを要約する技術が必要と

なる。そういう面では，英語が苦手な生徒

にとっては，少し難易度が高かったと考え

られる。 

未実施 

 

  

ライティングの指導とペアワークの様子 
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イ 第２学年 ライティングテスト 

 第１回【巻末資料⑦】 第２回【巻末資料⑧】 

ねらい 

（学習 

 到達 

 目標） 

自分の意見を分かりやすく相手に伝えるために，

段落構成を意識した英文を書く。 

【ＣＡＮ－ＤＯ】書くこと 2-2 

環境問題について，その内容を説明するとともに，

解決策として考えられることを書く。 

【ＣＡＮ－ＤＯ】書くこと 2-3 

実施 

方法 

①授業を 20 分間利用して，アメリカ人の友人に

E-mail を書く。 

②段落構成を意識させる。  

③以下の２つの内容を含めるよう留意させる。 

自分が訪れてみたい都市 / そこで何をしたいか 

 

①自分の意見を述べるために必要な表現を提示し，

授業の中で使わせる機会をつくりながら，テスト

に向けて準備させる。 

②授業を 20 分間利用して，以下に示す環境問題の中

から一つを選ばせ，それについて私たちがなすべ

きことを書かせる。 

global warming / destruction of forests / 

acid rain / garbage disposal problem 

③以下の５つの内容を含めるよう留意させる。 

どの問題について述べるか / 何でその問題につ

いて知ったか / その問題でどのような困ったこ

とが起きているか / その問題の解決のために私

たちは何をすべきか，そしてその理由は何か / 

問題解決に向けて，さらに一言 

評価の 

観点 

・①語数，②内容，③構成，④文法の観点で評価す

る。 

・①語数，②表現，③構成，④文法，⑤holistic 

impression の観点で評価する。 

評価の 

結果 

・平均点は 20 点満点中，11.7 点となり，60％程度の

得点率だった。 

・指導の重点と位置付けた段落構成については，構

成（２点満点）の平均点は 1.3 点（65％）であり，

１年時の状況から考えると，上達している印象で

ある。 

・内容（６点満点）の平均点は 2.4 点（40％）であ

り，前述の全体の得点率（60％程度）と比較する

と低い値であった。 

未実施 

所感 

反省 

課題 

・１年時からライティングテストを繰り返し経験し

ていることにより，英語を書くことに慣れてきた

生徒が多く，書く分量が増えてきている。 

・内容の得点率が低いのは，表現力が不十分である

ことが原因であると思われる。今後も，さまざま

な表現に触れさせながら，表現力を養う必要があ

る。 

未実施 

 

(3) 長期的な視野に立った学習指導計画 

ア 目的 

長期的な学習指導計画を一つ一つの授業に反映させるために，高校３年間の学習到達目標である

ＣＡＮ－ＤＯリストを１年ごとの年間学習指導計画に，１年ごとの年間学習指導計画を単元ごとの学

習指導計画に関連付ける。 

イ 概要 

(ｱ) ＣＡＮ－ＤＯリストに対応した年間学習指導計画の作成【巻末資料⑪⑫】 

高校３年間全体の学習到達目標であるＣＡＮ－ＤＯリストを各学年の年間学習指導計画と関連付け

るため，ＣＡＮ－ＤＯリストに対応した本校独自の年間学習指導計画を作成した。具体的には，県か

ら提示されている年間学習指導計画の様式の一部を本校のＣＡＮ－ＤＯリストに置き換えた様式を作

成し，活用した。各単元で扱うＣＡＮ－ＤＯリストの能力記述文（以下，「ＣＡＮ－ＤＯステイトメン

ト」という）を○印で示し，その中で特に重点を置くＣＡＮ－ＤＯステイトメントを☆印で示した。 

このようにして，どの単元でどのＣＡＮ－ＤＯステイトメントを扱うのかを明確にした上で，学習
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指導を行った。 

(ｲ) 単元ごとの授業プリントの冒頭にＣＡＮ－ＤＯステイトメントを記載（第２学年の取組） 

それぞれの単元の授業プリントの冒頭に，その単元で扱うＣＡＮ－ＤＯステイトメントを記載し，

単元を通して生徒が身に付ける力を，教員と生徒で共有した。 

上記(ｱ)(ｲ)の取組をすることで，３年間の学習到達目標であるＣＡＮ－ＤＯリストを１年ごとの年

間学習指導計画に，そして単元ごとの学習指導計画に関連付けた。 

ウ 成果と課題 

この取組の成果としては，本校独自の年間学習指導計画の様式を導入したことにより，どの単元で

どのＣＡＮ－ＤＯステイトメントを扱うのかという，学習指導計画の全体像が俯瞰できるようになっ

たことが挙げられる。また，単元ごとの目標が明確に示されているため，その単元で行う言語活動を

計画する際のよりどころができ，立案が容易になった。 

一方，課題としては，実際に学習指導に取り組む中で，年間学習指導計画の内容を修正する必要が

出てきたということが挙げられる。年度当初に一年間を見通し，十分な検討を経て作成したつもりで

あったが，その時々の生徒の学習状況等を見ながら，適宜修正を加えることとなった。また，指導と

評価の実践を繰り返す中で，追加の必要性を感じるＣＡＮ－ＤＯステイトメントも出てきている。今

後も，少しずつ修正を加えていくことによって，完成度を高めていくことができると考えている。 

(4) 指導（授業）と評価（テスト）の一体化【第１学年 第１回ライティングテストの取組】 

ア 目的 

昨年度の第１学年が実施したライティングテストに関する反省の一つに，テストに向けての事前指

導が十分ではなかった点がある。テストは生徒が身に付けた力を測るために行うものであり，「指導し

たことを評価する」ことが重要である。そこで，今年度の第１学年のライティングテストは，授業に

おける指導とテストによる評価の関連に焦点を当て，指導と評価の一体化を目指した。 

イ 概要 

(ｱ) 第１回ライティングテスト【巻末資料⑤】 

今回のライティングテストでは，本校の英語教員に英語でインタビューを行い，その内容を基に教

員の紹介文を書くという課題を設定した。グループごとにインタビューの準備と実践を行わせた後で，

個別で紹介文を書かせた。その後，グループ内でそれぞれの紹介文の改善点を指摘させ合ったり，教

員からの指導を与えたりして，各生徒が紹介文を完成させた。 

ルーブリックの作成に当たっては，評価の妥当性を高めるための取組を実践した。具体的には，別

の学年の生徒 10 名程度に同じ内容の課題を与え，作成させた紹介文を，仮に作成したルーブリックを

用いて採点した。その後，教員間で協議を行い，ルーブリックに修正を加えた。巻末資料⑤にあるル

ーブリックは修正後のものである。 
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(ｲ) 授業実践例 

【学習指導案】 

１ 教科・科目 英語表現 I 

２ 単元名 Meet my best friend（親友を紹介します） 

３ 単元の目標 
・インタビューした内容を基に，本校の英語教員を紹介する英文を書く。 

４ 単元の指導計画（全５時間） 

配当時間 指導内容 

１次（１時間） 
グループごとにインタビューする教員（授業担当のＪＴＥまたはＡＬＴ）を決め
る。グループごとにインタビューの質問内容を考える。 

２次（１時間） 
※本時 

グループ内でインタビューの練習を行った後，教員にインタビューを行う。イン
タビューで得た情報を基に，個別に紹介文を書く。 

３次（１時間） 
教員は，各生徒が書いた紹介文についてルーブリックを用いて評価し，改善点を
伝える。改善点を参考にして，紹介文を修正する。 

４次（１時間） 自分が書いた紹介文を覚えて，制限時間内に紹介文を書く練習を行う。 

５次（１時間） 
ライティングテスト 

覚えた英文を基にして，最終的な紹介文を書く。 
 

５ 本時の展開 
 学習活動（生徒） 指導上の留意点（教員） 評価の観点 

導 
入 

・教員の説明を聞き，本時
の流れを把握する。 

・グループに分かれ，イン
タビューにおける質問担
当者を決定し，質問の練
習を各グループで行う。 

・インタビューをする際に，ワークシ
ートを見ずに相手に質問ができるよ
うに，互いに練習させる。 

・正しい発音，イントネーションで話
しているかを確認，指導する。 

・発音やイントネーシ
ョンを意識して，積
極的にインタビュ
ーの質問を練習し
ているか。 

展 
開 

・教員にインタビューを行
う。 

・インタビューの内容をメ
モに取る。 

・生徒のインタビューに答える。 
・生徒の反応を確認しながら，必要に

応じて難しい表現を簡単な表現にパ
ラフレーズするなど，答え方を工夫
する。 

・相手が聞き取りやす
いように質問がで
きているか。 

・質問に対する答えを
正しく聞き取って
いるか。 

ま 
と 
め 

・インタビューのメモを参
考に，教員の紹介文を各
自で書く。 

・まず個別に紹介文を書かせる。その
後，グループ内で互いの英文を確認
させる。 

・インタビューの内容
を適切に表現でき
ているか。 

 

６ 評価手法 
・活動の観察 
・ワークシート 

 

(ｳ) 生徒の実践例【巻末資料⑨－１～３】 

巻末資料⑨－１～３に，今回のライティングテストにおける取組において，同じ生徒が作成した実

践例を示す。 

巻末資料⑨－１は第１次で作成した質問リストである。インタビューの質問内容は，グループごと

に考えさせた。初めから英語で質問を作成するのが望ましいが，英語力が高くない生徒にも配慮し，

日本語で質問を考えさせ，それを英語に直させた。グループで話し合わせることにより，多様な質問

を作成させることができた。 

第２次前半では，実際に教員に対するインタビューを行わせ，その内容をメモに取らせた。メモを



- 30 -

- 30 - 
 

取る際は，英語で書いても日本語で書いてもよいこととした。巻末資料⑨－２は，インタビューで作

成したメモである。“Japan”，“reading a book”，“listen to music”など自分の書ける内容は

英語で書いており，聞いた内容をできるだけ英語でメモしようとしていたことが分かる。 

第２次後半では，インタビューのメモを参考に，教員の紹介文を書かせた。個別で書かせた後，グ

ループ内で確認させ，改善点等を指摘し合った。その後，教員が回収し，ルーブリックを活用して評

価，添削の上，返却した。 

巻末資料⑨－３は，指摘された改善点等を踏まえ，第５次のライティングテストで書いた英文であ

る。“Because when he was junior high school student～”の部分で，“a”が抜けている箇所があ

るが，それ以外は語数，内容，正確さのどの観点においても十分な英文となっている。ルーブリック

に基づき，この作品には満点の評価を与えた。 

テストが終わった後，この生徒は，「指導の段階でのフィードバックがなければ，何が正しくて何が

正しくないかが分からない。フィードバックをもらうことで，もっとよいものを書こうと思えた」と

いう趣旨の発言をしていた。指導の段階からルーブリックに基づいた評価を行い，改善点とともに示

すことにより，生徒のモチベーションを維持することができたと考えている。 

(ｴ) 事後アンケートの実施 

ライティングテストを実施した後，生徒のライティングテストに関する意識を調査するため，アン

ケート調査を行った。設問の内容は以下のとおりであり，それぞれ４段階で回答させた。 

設問１ ライティングテストに向けて熱心に取り組みましたか 

設問２ ライティングテストはよくできたと思いますか 

設問３ 
ライティングテストはあなたのライティング能力を向上させるのに効果があ

ったと思いますか 

設問４ ライティングテストは書く力を向上させるために重要だと思いますか 

設問１において，「熱心に取り組んだ」「取り組んだ」と答えた生徒は合わせて 84％であった。この

結果から，大半の生徒がライティングテストに向けて前向きに取り組んだと言える。 

設問２において，「強くそう思う」「そう思う」と答えた生徒は合わせて 74％であった。テストの平

均点が 15.6 点と高い得点であったことも含め，多くの生徒が学習結果に満足していると言える。 

設問３において，「強くそう思う」「そう思う」と答えた生徒は合わせて 74％であった。この結果か

ら，多くの生徒がライティング能力の向上を実感していることが分かる。 

設問４において，「強くそう思う」「そう思う」と答えた生徒は合わせて 83％であった。この結果か

ら，大半の生徒がライティングテストの重要性を認識していることが分かる。 

以上の結果より，多くの生徒が，ライティングテストの意義を理解し，前向きな姿勢をもっている

ことが分かった。 

ウ 成果と課題 

(ｱ) 成果 

今回のライティングテストに関わった全ての教員が，テストに向けての指導手順は非常に効果的で

あったと考えている。理由は主として３点ある。１点目は，教員がルーブリックを活用し，生徒の書

いた作品に対して，繰り返しフィードバックを与えることができた点にある。前述のように，本校の

生徒の英語力は比較的低い状況にある。教員が単に例文を示して，その例文を使って自己表現をさせ

ようとしても，言いたいことをうまく表現できない生徒が多い。教員が生徒の書いた英文を見て，何
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ができていて何ができていないかを示すことによって，よい点や改善すべき点に気付かせることがで

きる。モチベーションを維持したり，安心感を与えたりする意味でも，指導の段階においてルーブリ

ックを活用することは有効だと思われる。 

２点目は，生徒がライティングテストの準備に主体的に取り組んだ点である。特にインタビュー活

動には，多くの生徒が熱心に取り組んでいた。ＡＬＴと直接コミュニケーションをとることが，生徒

の動機付けにつながったようである。ライティングテストを書くだけのものにとどめず，「インタビュ

ーした結果を書く」というような統合的な活動とし，教員と生徒の英語によるインタラクションを通

して４技能を高めようとすることは，非常に大切な視点だと考えている。 

３点目は，事前に教員間でルーブリックを共有したことにより，何に重点を置いて指導するかが共

有できた点である。上述のように，ルーブリックを作成する際には，別の学年の生徒を対象に行った

模擬評価を基にして，その妥当性を高める取組を行った。時間と労力を要する作業ではあったが，指

導と評価の前提となるルーブリックの作成に時間をかけたことにより，指導や評価の実践は予想して

いた以上にスムーズに進んだと感じている。 

(ｲ) 課題 

今回のライティングテストに関する課題を２点挙げる。 

１点目は，ライティングテストの目的の設定についてである。今回のライティングテストは，英語

を苦手とする生徒に配慮し，授業で完成させた英文を正確に覚えて書かせることを目的とした。英文

を作成するプロセスに重きを置き，指導を重ねることで完成度を上げ，「書ける」という自信をもたせ

たいと考えたからであった。 

しかし，アンケート調査の自由記述欄には，「今回のテストは暗記するだけのテストである」「今回

のテストは単純に暗記をすれば高い点数が取れるから，ライティング能力が向上するとはあまり思え

ない」という意見も少なからず見られた。 

今回のライティングテストを実施するに当たり，教員の間でライティングテストの意義や目標につ

いて協議を行った。自分の伝えたい内容を即興で話したり書いたりする能力を育成することが，指導

の最終目標である。しかし，日々の指導の中で，多くの生徒が自分の力で英文を書くことを苦手にし

ている。このような現状を踏まえ，今回は，事前に指導を加えて完成させた原稿を覚えて書かせるこ

とに重きを置いた。 

しかし，書くことが苦手な生徒でもこのような感想をもつということは，比較的英語力の高い生徒

の中にも，「暗記して書いた英文ではなく，即興で書いた英文を評価してもらいたい」と考えている生

徒が少なくないと思われる。授業で習得した知識を測る面と習得した知識を活用して表現する力を測

る面のバランスを考慮した上で，ライティングテストを実施する必要があること，教員がどのような

意図で指導と評価を実施するのかを生徒に十分に理解させることが重要であることに気付かされた。 

２点目は，評価基準についてである。評価を行う中で，ルーブリックの中の「Accuracy」の捉え方

について，教員による差異が見られた。事前に議論を重ねて作成したものであったが，まだ十分では

なかったことが分かった。ルーブリックの捉え方の違いは，評価だけでなく指導にも影響を及ぼすも

のである。ルーブリックの妥当性，信頼性については，今後も研究を続けることが必要である。 

 

５ 実践のまとめと考察 

(1) 評価の妥当性と信頼性 

指導と評価の実践を通して，評価の妥当性・信頼性を高め，ルーブリックの効果的な活用方法を研
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究していくことは，本研究の第一の目的である。 

評価の妥当性については，測りたい力を的確に測ることができるかという点を常に意識して，パフ

ォーマンステストの計画立案とルーブリックの作成を行ってきた。具体的な取組としては，類似した

内容のテストを事前に別の学年の生徒を対象に実施し，その結果を基にパフォーマンス課題やルーブ

リックを修正した。このような取組により，評価の妥当性について十分に検討した上で，当該学年の

パフォーマンステストを実施することができた。 

また，評価の信頼性を確保するために，次のような工夫をした。まず，事前に幾つかの解答例を評

価者全員で採点し，評価基準のイメージを共有した。さらに，頻出する解答例については，評価者同

士で随時打ち合わせを行い，評価基準の共通理解を図った。さらに，テスト後に評価結果を再検討で

きるよう，スピーキングテストではインタビューやスピーチの様子をＩＣレコーダーで記録したり，

ライティングテストでは生徒の解答をコピーして保存したりした。このような取組により，評価の信

頼性を高めることができていると考えている。 

(2) ルーブリックの活用 

ルーブリックには「学習の指針」としての側面がある。ルーブリックを生徒に事前に示すことによ

り，学習を通して生徒が身に付ける力を明確に伝えることができるからである。今年度の取組では，

学習において重視させたい項目をルーブリックの評価項目に含めることにより，生徒の学習の方向付

けにつなげた。具体的には，ライティングテストの評価項目に「Structure of content（内容の構成）」

を導入することで，文章の構成を意識するよう促したり，「語数」を導入することで，積極的に書くと

いう姿勢を身に付けさせたりすることができた。 

また，授業プリントに自己評価，相互評価のためのルーブリックを導入することにより，目標の達

成状況をその都度振り返らせたり，授業プリントで取り上げた評価項目をパフォーマンステストの評

価項目にも加えることにより，普段の授業とパフォーマンステストとのつながりを意識させたりする

ことができた。 

(3) 長期的な視野に立った学習指導計画 

長期的な視野に立った学習指導の実現に向けて，今年度は，ＣＡＮ－ＤＯリストの内容を盛り込ん

だ年間学習指導計画の作成，ＣＡＮ－ＤＯステイトメントの授業プリントへの記載といった取組を行

った。これらの取組の成果として，学習指導計画の全体像が俯瞰できるようになり，単元ごとの目標

が把握しやすくなったこと，授業におけるコミュニケーション活動の目的を明確に示すことができる

ようになったことなどが挙げられる。ＣＡＮ－ＤＯリストや年間学習指導計画については，今後も生

徒の実態等に合わせて，適宜修正を加えていきたい。 

(4) 指導と評価の一体化 

今年度は，学習到達目標（＝パフォーマンステストにおける合格ライン）を基点として，その目標

に向けて，どのような指導を行っていくのかという観点に重きを置いた学習指導を心がけた。 

本校では，「事前指導→パフォーマンステスト」というプロセスが定着しつつあり，一つ一つの授業

とテストとの結び付きを意識した学習指導ができるようになってきた。この点は，昨年度から本研究

に携わってきた成果であると言える。 

例えば，第１学年ライティングテストに向けての実践例にあるように，生徒のライティング作品に

対して，事前指導の段階からルーブリックを活用しながら繰り返しフィードバックすることで，テス

トに向けて何ができて何ができていないかを生徒自身に把握させ，学習を支援することができた。ま

たテスト終了後には，評価結果とともに具体的に何が間違っていたかを記入した答案を返却したため，
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生徒は自分の達成度を客観的に把握することができた。 

一方，課題としては，スピーキングテストにおいて，効果的にフィードバックを行うことができな

かったことが挙げられる。第１学年のスピーキングテストでは，事前指導において，例文を提示した

り，練習の機会を与えたりしたものの，個人に対してはフィードバックを行わなかった。加えて，ス

ピーキングテストは音声によって行なわれるため，テスト終了後，的確にフィードバックすることが

困難であった。このように現行の手順では，生徒に自分の達成度を正確に把握させることができてい

ない。今後，スピーキングテストにおいて，効果的にフィードバックを行う方法を研究していく必要

がある。 

(5) その他の取組 

今年度の研究内容に挙げた項目のうち，ポートフォリオについては，作品やワークシートの保管を

させているが，具体的な活用にまでは至っていない。また，プロセス・ライティングについては，第

２学年の英語表現Ⅱにおいて夏休み課題として実施したが，全体としての生徒の取組状況が良好であ

ったとは言えず，成果と課題について十分に検証することができなかった。これらの研究については，

次年度も継続して取り組んでいきたいと考えている。 

 

６ 成果と課題 

(1) 実践の成果 

ア 生徒の変化 

第１学年の第１回及び第２回のスピーキングテスト及びライティングテストの後に，生徒にアンケ

ート調査を実施した。以下にその結果を示す。 

(ｱ) スピーキングテスト 

＜設問１＞スピーキングテストに向けて熱心に取

り組みましたか。 

 ＜設問２＞スピーキングテストはよくできたと思

いますか。 

  第１回 第２回   第１回 第２回

１ 熱心に取り組んだ 41% 35% １ 強くそう思う 20% 21% 

２ 取り組んだ 49% 54% ２ そう思う 54% 54% 

３ あまり取り組んでいない 8% 8% ３ あまり思わない 24% 22% 

４ 全く取り組んでいない 2% 3% ４ 全く思わない 2% 3% 

＜設問３＞スピーキングテストはスピーキング能

力の向上に効果があったと思いますか。

 ＜設問４＞スピーキングテストは話す力を向上さ

せるために重要だと思いますか。 

  第１回 第２回   第１回 第２回

１ 強くそう思う 21% 23% １ 強くそう思う 34% 31% 

２ そう思う 62% 61% ２ そう思う 57% 59% 

３ あまり思わない 16% 13% ３ あまり思わない 8% 8% 

４ 全く思わない 1% 3% ４ 全く思わない 1% 2% 

(ｲ) ライティングテスト 

＜設問１＞ライティングテストに向けて熱心に取

り組みましたか。 

 ＜設問２＞ライティングテストはよくできたと思

いますか。 

  第１回 第２回   第１回 第２回

１ 熱心に取り組んだ 31% 33% １ 強くそう思う 14% 11% 

２ 取り組んだ 53% 46% ２ そう思う 60% 40% 

３ あまり取り組んでいない 12% 17% ３ あまり思わない 24% 37% 

４ 全く取り組んでいない 4% 4% ４ 全く思わない 2% 12% 
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＜設問３＞ライティングテストはライティング能

力の向上に効果があったと思いますか。

 ＜設問４＞ライティングテストは書く力を向上さ

せるために重要だと思いますか。 

  第１回 第２回   第１回 第２回

１ 強くそう思う 14% 14% １ 強くそう思う 26% 28% 

２ そう思う 60% 64% ２ そう思う 57% 58% 

３ あまり思わない 24% 19% ３ あまり思わない 15% 13% 

４ 全く思わない 2% 3% ４ 全く思わない 2% 1% 

 

スピーキングテスト，ライティングテストのそれぞれで，第１回，第２回ともに，全ての質問項目

において，肯定的な回答が多数を占めた。指導と評価のつながりを考えた実践を行ったことにより，

生徒に対する動機付けとテストの意味付けができたのだと思う。パフォーマンステストを実施する上

では，生徒に自信を与えることや意欲を高めることが重要である。今後もこうした状況を維持してい

けるように，指導と評価の一体化に取り組んでいきたい。 

なお，アンケートの自由記述欄には，「友人と一緒に練習することができ，楽しく準備ができた」「テ

ストのおかげで，英語を話すこと（書くこと）の大切さに気付いた」「話すことに自信が付いた」「英

語を使うことで，初めて気付くことがあった」「（テストの事前指導の段階で）英語を書くというプロ

セスが大切なのだと分かった」というような回答が見られた。一方で，「事前指導で準備した解答を暗

記してしまえば，テストに対応できてしまう」という回答も目立った。生徒のモチベーションを維持

しながら，「チャレンジしてみよう」と思わせることのできるレベルの課題を工夫し，生徒の英語力と

コミュニケーション能力を更に伸ばしていきたい。 

イ 教員の変化 

ルーブリックには，「学習の指針」としての側面と「評価基準」としての側面がある。ルーブリック

を評価場面だけでなく，指導場面においても活用することにより，学習到達目標を意識した指導と評

価の流れをつくることが可能になった。特に，自己評価・相互評価のためのルーブリックを授業プリ

ントに掲載したことにより，しっかりとした目的意識をもって言語活動に取り組ませることができる

ようになった。 

また，副次的な変化ではあるが，ルーブリックを教員同士で協力して作成し，活用するという取組

を進めるに当たり，教員間でコミュニケーションをとる機会が増え，結果としてチームワークが向上

した。今後も学年，学校として一体となり，指導と評価の改善に取り組んでいきたい。 

(2) 今後の課題 

ア 40人クラスでの指導や評価の負担 

授業における言語活動，パフォーマンステストの実施，生徒の作品の添削や評価等，40人クラスの

指導や評価には課題が多いと感じている。今次学習指導要領に基づき，言語活動を中心とした授業を

展開していくためには，少人数クラスが望ましいと考える。しかしながら，現状ではそうした環境整

備は難しいため，生徒が主体となって進めることのできる言語活動を工夫する，あらかじめ年間学習

指導計画にパフォーマンステストの計画を入れる， 教員同士の協力体制を充実させる，誰もが活用し

やすいルーブリックを作成する等の工夫を行っている。今後も，負担を軽減しながら，効果的な指導

と評価を行う方法の検討を続けていきたい。 

イ 教員の負担 

今次学習指導要領に基づき，「外国語表現の能力」を育んでいくためには，ライティング作品やスピ

ーキング原稿等，多くの添削指導を行う必要があり，教員にかかる負担は大きくなっている。また，
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パフォーマンステストの実施に当たっても，計画立案からテストの実施，採点に至るまで教員の負担

は大きい。ポイントを絞った添削指導を行う等の工夫をしているが，過年度の枠組みの有効活用や効

果的な作業分担など，無理のない，持続実施可能な計画や方法を更に検討していく必要がある。 

ウ 長期的に取組を継続していくための組織づくり 

今次学習指導要領に基づく言語活動を中心とした授業，ＣＡＮ－ＤＯリスト・年間学習指導計画・

単元計画等の作成，パフォーマンステストの実施等を推し進めるためには，教員全体が一つのチーム

となり，共同体制で取り組んでいかなければならない。そのためには，さまざまな考えをもった教員

同士がしっかりとコミュニケーションを図り，同じ方向を向いて学習指導に携わる必要がある。この

ような考えの下，本校では教員間の意見交換を密に行いながら，ＣＡＮ－ＤＯリストや年間学習指導

計画の作成を進めてきた。 

 本校のような公立学校では，年度ごとに教員の異動があり，常に担当者の入れ替わりがあるが，

ＣＡＮ－ＤＯリストは学校としての学習到達目標であり，担当者の交代によって目標や指導方法が変

わるというような事態は望ましくない。学校として一貫した取組を続けていくためには，「教科指導」

の研究に加えて，管理職のリーダーシップに支えられた「組織づくり」「マネジメント」といった視

点も大切であると考える。 

 

７ おわりに 

本校が「多様な学習成果の評価手法に関する調査研究」に携わり２年目が終わろうとしている。昨

年度は，パフォーマンステストとルーブリックを用いた評価，ＣＡＮ－ＤＯリストの作成を中心に取

り組んだ。今年度は，次の段階として，長期的な視野に立った学習指導計画，指導と評価の一体化等

を中心に取り組んだ。特に今年度の取組については，新たな領域ということもあり，手探りの中での

進行となった。そのため，未だ課題も多く，これらの取組の成果について十分な検証ができていない。

次年度は，この２年間で行ってきた取組の質を高めていくとともに，それらの成果をしっかり検証し

ていきたいと考えている。 
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時
間
 
 
一
人
２
～
３
分
程
度
と
す
る
。
質
問
は
以
下
の
よ
う
に
す
る
。

 
【

W
ar

m
-u

p】
①
②
両
方
と
も
。

 
【

A】
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
質
問
①
②
か
ら
１
つ
。

 
【

B】
日
常
会
話
の
質
問
①
②
か
ら
１
つ
。

 
【

C】
O

pe
n 

qu
es

tio
n①

～
②
か
ら
１
つ
。
原
則
、
２
文
以
上
で
答
え
る
。

 
≪
注
意
≫
質
問
は
基
本
的
に
は
２
回
ま
で
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

   
 

Li
st

 o
f 

qu
es

ti
on

s 
【

W
ar

m
-u

p】
 

①
 C

ou
ld

 y
ou

 t
el

l m
e 

yo
ur

 n
am

e?
 

 ②
 H

ow
 a

re
 y

ou
 t

od
ay

? 
【

A
】

 ①
 D

o 
yo

u 
st

ud
y 

En
gl

is
h 

ev
er

y 
da

y?
 

 ②
 D

o 
yo

u 
m

ak
e 

yo
ur

 b
en

to
 e

ve
ry

 d
ay

? 
【

B】
 ①

 W
ha

t 
di

d 
yo

u 
do

 la
st

 w
ee

ke
nd

? 
 ②

 W
ha

t 
ar

e 
yo

ur
 p

la
ns

 f
or

 t
he

 w
ee

ke
nd

? 
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 

【
C】

＊
原

則
２

文
以

上
。

 
①

 W
ha

t 
do

 y
ou

 e
nj

oy
 in

 y
ou

r 
fr

ee
 t

im
e?

. 
 

②
W

ha
t 

do
 y

ou
 w

an
t 

to
 d

o 
in

 t
he

 f
ut

ur
e?

 
  

 

第
１

回
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

 

評
価

表
 

 
 

 
 

 
（

 
 

）
組

（
 

 
）

番
 

氏
名

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

項
目

 
評

価
基

準
 

評
価

 
点

数
 

結
果

 

A
tt

it
u

d
e
 

積
極

的
に

取
り

組
む

姿
勢

が
見

ら
れ

る
。

 
A

 
３

 
 

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。
 

B
 

１
 

 

取
り

組
む

姿
勢

が
見

ら
れ

な
い

。
 

C
 

０
 

 

【
A

】
 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
フ

ル
セ

ン
テ

ン
ス

で
文

法
的

な
ミ

ス
も

ほ
ぼ

な
く

、
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

A
 

５
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
フ

ル
セ

ン
テ

ン
ス

で
は

な
く

、
文

法
的

な
ミ

ス
も

見
ら

れ
る

が
、

相
手

に
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

B
 

４
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

お
ら

ず
、

正
し

い
答

え
で

は
な

い
が

、
相

手
に

伝
え

る
よ

う
に

答
え

て
い

る
。

 
C

 
３

 
 

質
問

が
理

解
で

き
ず

、
何

も
答

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
E

 
０

 
 

【
B

】
 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
フ

ル
セ

ン
テ

ン
ス

で
文

法
的

な
ミ

ス
も

ほ
ぼ

な
く

、
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

A
 

５
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
フ

ル
セ

ン
テ

ン
ス

で
は

な
く

、
文

法
的

な
ミ

ス
も

見
ら

れ
る

が
、

相
手

に
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

B
 

４
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

お
ら

ず
、

正
し

い
答

え
で

は
な

い
が

、
相

手
に

伝
え

る
よ

う
に

答
え

て
い

る
。

 
C

 
３

 
 

質
問

が
理

解
で

き
ず

、
何

も
答

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
E

 
０

 
 

【
C

】
 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
2

文
フ

ル
セ

ン
テ

ン
ス

で
文

法
的

な
ミ

ス
も

ほ
ぼ

な
く

、
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

A
 

７
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
２

文
で

文
法

的
な

ミ
ス

は
見

ら
れ

る

が
、

相
手

に
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

B
 

５
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

、
１

文
で

は
あ

る
が

、
文

法
的

な
ミ

ス
も

ほ
ぼ

な
く

、
必

要
な

情
報

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

C
 

３
 

 

質
問

を
正

し
く

理
解

し
て

お
ら

ず
、

正
し

い
答

え
で

は
な

く
、

あ
ま

り
相

手
に

も
言

い
た

い
こ

と
が

伝
わ

ら
な

い
。

 
D

 
２

 
 

質
問

が
理

解
で

き
ず

、
何

も
答

え
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
E

 
０

 
 

T
O

T
A

L
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

/2
0

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 評
価

基
準

に
つ

い
て

 
全

体
を

通
し

て
 

①
冠

詞
や

前
置

詞
の

ミ
ス

は
不

問
。

 
②

主
語

や
時

制
の

ミ
ス

は
B
～

。
 

③
質

問
の

繰
り

返
し

を
３

回
以

上
求

め
た

場
合

は
C
～

E
の

評
価

を
す

る
。

 
④

「
I d

on
’t 

kn
ow

」
と

い
う

返
答

を
し

た
場

合
、

E
の

評
価

を
す

る
。

 
 各

設
問

に
つ

い
て

 
【

A
tt

itu
de

】
答

え
に

工
夫

が
見

ら
れ

、
努

力
し

て
い

る
姿

が
見

受
け

ら
れ

た
場

合
、

A
の

評
価

を
す

る
。

 
【

W
ar

m
-U

p】
に

つ
い

て
は

評
価

し
な

い
。

 
【

A
】

教
科

書
か

ら
の

質
問

。
 

 
 

 
文

で
答

え
て

い
な

い
場

合
は

B
～

。
 

【
B
】

基
本

的
な

日
常

英
会

話
の

質
問

。
 

 
 

 
文

で
答

え
て

い
な

い
場

合
は

B
～

。
 

【
C
】

自
分

の
こ

と
を

表
現

す
る

。
（

英
語

表
現

Ⅰ
と

か
ら

ん
で

い
る

質
問

も
あ

る
。
）

 
 

 
 

原
則
２

文
以

上
で

答
え

る
。

 
 

 
 

１
文
で

答
え

た
場

合
は

C
～

。
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巻
末
資
料
②

 

平
成
２
６
年
度
 

1
年
生
 
第
２
回
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
実
施
要
項

 
 目
的
 

  
積
極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
た
め
、
日
々
の
授
業
で
身
に
付
け
た

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
能
力
）
を
確
認
し
、
活
発
な
言
語
活
動
の
一
助
と
す
る
。

 
対
象
 
 

 １
学
年
全
員

 
科
目
 
 

 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ

 
日
程
 
 
１
１
月
１
７
日
（
月
）
～
１
１
月
２
１
日
（
金
）
ま
で
の
間
で
、
１
ク
ラ
ス
に
つ
き
２
時
間
分
の
授
業
で
実
施
す
る
。

 
原
則
、
授
業
時
間
を
利
用
す
る
。
た
だ
し

、
予
想
以
上
に
時
間
を
要
す
る
場
合
は
、
昼
放
課
や
授
業
後
を
利
用
す
る
。

 
会
場
 
 
面
接
教
室
 
→
 
移
動
教
室
 
 

 
自
習
教
室
 
→
 
Ｈ
Ｒ
教
室

 
役
割
 
 
試
験
官
１
名
 

 
 
 
 
 
教
室
監
督
１
名

 
 
 
 
◆
役
割
は
各
担
当
者
で
相
談
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。
原
則
、
自
分
が
受
け
持
っ
て
い
る
生
徒
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

 
実
施
方
法
 
質
問
リ
ス
ト
を
事
前
に
生
徒
に
提
示
し
（
原
則
テ
ス
ト
①
の
１
週
間
前
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
・
説
明
し
、
授
業
時

間
１
時
間
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
練
習
を
す
る
）
、
当
日
ま
で
に
生
徒
同
士
で
練
習
し
て
準
備
す
る
よ

う
指
示
。
生
徒
に
は
評
価
の
観
点
を
前
も
っ
て
伝
え
て
お
く
（
評
価
表
は
質
問
リ
ス
ト
の
裏
面
に
つ
け
配
布
）
。
当

日
、
生
徒
は
各
教
室
で
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
勉
強
あ
る
い
は
、
自
習
（
英
単
語
プ
リ
ン
ト
）
を
行
う
。
今
回

は
、
出
席
番
号
順
に
面
接
を
行
う
の
で
自
分
の
順
番
が
来
た
ら
、
生
徒
は
試
験
会
場
へ
移
動
し
、
一
人
ず
つ
試
験

官
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。（

受
験
者
が
試
験
を
受
け
て
い
る
間
、
後
５
名
の
者
は
廊
下
の
椅
子
で
静
か
に
待
機

す
る
。
）
試
験
官
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
録
音
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
後
ほ
ど
担
当
教
員
ら
で
評
価
す
る
。
基

本
的
に
は
そ
の
場
で
評
価
を
す
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
終
わ
っ
た
生
徒
は
、
教
室
に
戻
り
、
静
か
に
自
習
す
る
。

 
試
験
時
間
 
 
一
人
２
～
３
分
程
度
と
す
る
。
質
問
は
以
下
の
よ
う
に
す
る
。

 
【

W
ar

m
-u

p】
❶
➋
両
方
と
も
。

 
【

A
】
 

G
ro

ve
の
各

Le
ss

on
２
，
３
，
４
，
５
，
８
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
絵
を
見
せ
て
質
問
を
す
る
。

質
問
❶
～
➌
か
ら
１
つ
。

 
※
１
生
徒
に
は
範
囲
を

Le
ss

on
１
～

Le
ss

on
８
と
伝
え
て
お
く
。

 
※
２
授
業
で
前
も
っ
て
説
明
す
る
と
き
は
、
範
囲
外
の

LE
SS

O
N

の
も
の
を
使
う
。

 
【

B
】
テ
キ
ス
ト

Le
ss

on
4“

H
ow

 a
bo

ut
 y

ou
?”
か
ら
の
質
問
❶
➋
か
ら
１
つ
。

 
【

C
】

 テ
キ
ス
ト

Le
ss

on
6“

W
ha

t d
o 

yo
u 

th
in

k?
”か

ら
の
質
問
❶
～
➌
か
ら
１
つ
。
原
則
、
２
文
以
上
で
答
え
る
。

 
≪
注
意
≫
質
問
は
基
本
的
に
は
２
回
ま
で
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
  

  
  

 
 
 

  
 

Li
st

 o
f 

qu
es

ti
on

s.
 

  
  

  
 【

W
ar

m
 U

p】
 

❶
 C

ou
ld

 y
ou

 t
el

l m
e 

yo
ur

 n
am

e?
 

➋
 H

ow
 a

re
 y

ou
 t

od
ay

? 
【

A
】

Lo
ok

 a
t 

th
e 

pi
ct

ur
e 

an
d 

an
sw

er
 t

he
 q

ue
st

io
n.

 
  

  
  

  
 ❶

 
W

ha
t 

is
 (s

)h
e 

do
in

g?
 /

 W
ha

t 
ar

e 
th

ey
 d

oi
ng

? 
 

  
  

  
 ➋

 
W

ha
t 

is
 (s

)h
e 

go
in

g 
to

 d
o?

 /
 W

ha
t 

ar
e 

th
ey

 g
oi

ng
 t

o 
do

? 
➌
 

W
ha

t 
di

d 
s(

he
) d

o?
 /

 W
ha

t 
di

d 
th

ey
 d

o?
 

【
B】

Le
ss

on
４

～
 

❶
 W

ha
t 

do
 y

ou
 u

su
al

ly
 d

o 
du

ri
ng

 t
he

 b
re

ak
s 

at
 s

ch
oo

l?
  

➋
 W

hi
ch

 s
ub

je
ct

 d
o 

yo
u 

lik
e?

  
【

C
】

Le
ss

on
6、

英
語

表
現

～
 

 ２
文

以
上

 
❶

 W
ha

t 
do

 y
ou

 w
an

t 
to

 b
e 

in
 t

he
 f

ut
ur

e?
 

➋
 W

he
n 

do
 y

ou
 f

ee
l h

ap
py

? 
➌

 W
ha

t 
is

 y
ou

r 
fa

vo
ri

te
 b

oo
k 

or
 m

ov
ie

? 
     

第
２

回
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
テ

ス
ト

（
 

 
）

番
 

氏
名

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
評

価
表

 
項

目
 

評
価
基
準

 
評

価
 

点
数

 
結

果
 

A
tt

itu
de

 
積

極
的
に

取
り
組

む
姿
勢

が
見
ら

れ
る
。

 
A

 
３

 
 

取
り
組
も

う
と
し

て
い
る

。
 

B
 

１
 

 
取

り
組
む

姿
勢
が

見
ら
れ

な
い
。

 
F 

０
 

 

【
A
】

 

フ
ル
セ
ン

テ
ン
ス

で
文
法

的
な
ミ

ス
も
ほ

ぼ
な
く

、
必

要
な
情
報

を
正
し

く
伝
え
る

こ
と
が

で
き
て

い
る
。

 
A

 
５

 
 

フ
ル
セ
ン

テ
ン
ス

で
は
な

く
、
文

法
的
な

ミ
ス
も

見
ら
れ

る
が
、
相
手
に

必
要
な
情

報
を
伝

え
る
こ

と
が
で

き
て
い

る
。

 
B

 
４

 
 

正
し
い
答

え
で
は

な
い
が

、
相
手

に
伝
え

る
よ
う

に
答
え

て
い
る

。
 

C
 

３
 

 

何
を
言
い

た
い
の

か
分
か

ら
な
い

、
ま

た
は
何
も

答
え
る

こ
と
が

で
き
な

い
。

 
F  

０
 

 

【
B
】

 

フ
ル
セ
ン

テ
ン
ス

で
文
法

的
な
ミ

ス
も
ほ

ぼ
な
く

、
必

要
な
情
報

を
伝
え

る
こ
と
が

で
き
て

い
る
。

 
A

 
５

 
 

フ
ル
セ
ン

テ
ン
ス

で
は
な

く
、
文

法
的
な

ミ
ス
も

見
ら
れ

る
が
、
相
手
に

必
要
な
情

報
を
伝

え
る
こ

と
が
で

き
て
い

る
。

 
B

 
４

 
 

正
し
い
答

え
で
は

な
い
が

、
相
手

に
伝
え

る
よ
う

に
答
え

て
い
る

。
 

C
 

３
 

 

何
を
言
い

た
い
の

か
分
か

ら
な
い

、
ま

た
は
何
も

答
え
る

こ
と
が

で
き
な

い
。

 
F  

０
 

 

【
C
】

 

2
文
フ

ル
セ
ン
テ

ン
ス
で

文
法
的

な
ミ
ス

も
ほ
ぼ

な
く
、

必
要
な

情
報
を

伝
え
る
こ

と
が
で

き
て
い

る
。

 
A

 
７

 
 

２
文
で
文

法
的
な

ミ
ス
は

見
ら
れ

る
が

、
相
手
に

必
要
な

情
報
を

伝
え
る

こ
と
が
で

き
て
い

る
。

 
B

 
５

 
 

１
文
で
は

あ
る
が

、
文
法

的
な
ミ

ス
も
ほ

ぼ
な
く

、
必
要

な
情
報

を
伝
え

る
こ
と
が

で
き
て

い
る
。

 
C

 
３

 
 

正
し
い
答

え
で
は

な
く

、
あ
ま
り

相
手
に

も
言
い

た
い
こ

と
が
伝

わ
ら
な

い
。

 
D

 
２

 
 

何
を
言
い

た
い
の

か
分
か

ら
な
い

、
何
も

答
え
る

こ
と
が

で
き
な

い
。

 
F 

０
 

 
TO

TA
L 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
/2

0 
 評

価
基

準
に

つ
い

て
 

 全
体

を
通

し
て

 
①

冠
詞

や
前

置
詞

の
ミ

ス
は

不
問

。
 

②
主

語
や

時
制

の
ミ

ス
は

B
～

。
 

③
質

問
の

繰
り

返
し

を
２

回
以

上
求

め
た

場
合

は
C
～

F
の

評
価

を
す

る
。

 
④

「
I d

on
’t 

kn
ow

」
と

い
う

返
答

を
し

た
場

合
、

F
の

評
価

を
す

る
。

 
 各

設
問

に
つ

い
て

 
【

A
tt

itu
de

】
答

え
に

工
夫

が
見

ら
れ

、
努

力
し

て
い

る
姿

が
見

受
け

ら
れ

た
場

合
、

A
の

評
価

を
す

る
。

 
【

W
ar

m
-U

p】
に

つ
い

て
は

評
価

し
な

い
。

 
【

A
】
G
r
o
v
e
の

各
L
e
s
s
o
n
２

，
３

，
４

、
５

，
８

の
い

ず
れ

か
の

最
初

の
ペ

ー
ジ

に
あ

る
絵

か
ら

の
質

問
（

試
験

官
が

１
つ

選
択

）
。

文
で

答
え

て
い

な
い

場
合

は
B
～

。
 

【
B
】

C
om

et
の

Le
ss

on
４

か
ら

の
質

問
。

 
 

 
 

文
で
答

え
て

い
な

い
場

合
は

B
～

。
 

【
C
】

C
om

et
の

Le
ss

on
６

,英
語

表
現

の
授

業
か

ら
の

質
問

。
 

 
 

 
原

則
２

文
以

上
で

答
え

る
。

 
 

 
 

１
文
で

答
え

た
場

合
は

C
～

。
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巻
末

資
料

③
 

平
成

２
６
年
度
 
２

年
生
 
第
１

回
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
テ
ス
ト
実

施
要
項

 
  目

的
 

 
積

極
的

に
英

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
育

成
す

る
た

め
、

日
々

の
授

業
で

身

に
付

け
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
（

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

能
力

）
を

確
認

し
、

活
発

な
言

語
活

動
の

一
助

と
す
る
。

 
 対
象
 

 
２
学
年
全

員
 

 科
目
 

 
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
英

語
Ⅱ

 
 日
程
 

 
６
月
２
日

（
月
）
か
ら
１

３
日
（
金
）

ま
で
の
１
～

２
時
間
を
使
用

し
て
実
施
す

る
 

 会
場
 

 
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
教
室
（
文

A
）
ま
た

は
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
教
室
と
特

別
教
室
（
文

B
、
理
）

 
 評

価
方

法
 

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
、

生
徒

同
士

で
評

価
し

合
う

。
教

員
も

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
て

評
価

を
す

る
。

 
 実

施
方

法
 

①
事

前
に

修
学

旅
行

に
つ

い
て

の
ス

ピ
ー

チ
を

行
う

の
で

、
現

地
で

写
真

を
撮

っ
た

り
し

て
準

備
を

し

て
く

る
よ
う
に
指
示

す
る
。
 

②
授
業

時
間
を
１
時
間

程
度
利
用
し

て
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト

の
説
明
、
原

稿
作
成
な
ど

を
行
う
。
 

③
授

業
時

間
を

１
～

２
時

間
程

度
利

用
し

て
発

表
を

行
う

。
生

徒
は

相
互

評
価

を
行

う
。

教
員

も
同

時

に
評

価
を
す
る
。
ま

た
、
ボ
イ
ス

レ
コ
ー
ダ
ー

（
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
）
で
記
録

す
る
。
 

 C
AN
-D
O
リ

ス
ト
 
【
話

す
（
発
表
④
）
】
 

写
真

や
絵

、
地

図
な

ど
の

視
覚

的
補

助
を

利
用

し
な

が
ら

、
一

連
の

簡
単

な
語

句
や

文
を

使
っ

て
、

自
分

の
毎

日
の

生
活

に
直

接
関

係
の

あ
る

ト
ピ

ッ
ク

（
自

分
の

こ
と

、
学

校
の

こ
と

、
地

域
の

こ

と
な
ど
）
に
つ
い

て
、
短
い
ス

ピ
ー
チ
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
 

  
 

ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
（
教

員
用
）
 

評
価
項

目
 

評
価
基
準
 

co
n
te
nt
 

と
て

も
興

味
深

い
内

容
で

あ
る

。
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

が
あ

り
、

表
現

豊
か

で
工

夫
が
凝
ら

し
て
あ
る
。
 

興
味

深
い

内
容

で
あ

る
。

自
分

な
り

に
工

夫

し
、

表
現

も
工

夫
し

て

あ
る
。
 

内
容

は
普

通
で

あ

る
。

平
易

な
表

現
で

あ
り

、
あ

ま
り

工
夫

が
見
ら
れ

な
い
。
 

内
容

が
乏

し
い

。
何

を
伝

え
た

い
の

か
わ

か
ら

な
い

内
容

で
あ

る
。

 

１
０
 

６
 

３
 

０
 

v
o
i
c
e
 

適
度

な
音

量
で

、
は

っ
き

り
と

最
後
ま
で

聞
き
取
れ
る
。

 

声
が

や
や

小
さ

い
/
大

き
い

が
、

聞

き
取
る
こ

と
は
で
き
る

。
 

声
が

小
さ

す
ぎ

て
聞

き
取

る
こ

と
が
で
き
な
い

。
 

２
 

１
 

０
 

発
音
や
ア

ク
セ
ン
ト
を
意

識
し

て
読
む
こ

と
が
で
き
る
。

滑
ら

か
で
あ
る

。
 

少
々
ぎ
こ

ち
な
い
が
、

発
音
や
ア

ク
セ
ン
ト

を
意
識
し
て

い
る
。
 

発
音
や
ア
ク
セ

ン
ト
を
ま
っ
た

く
意
識
し
て
い

な
い
。
間
違
い

が
多
々
あ
る
。

 

２
 

１
 

０
 

n
o
n
-
v
e
r
ba
l
 

c
om
mu
n
i
c
a
t
i
on
 

適
度

に
聞

い
て

い
る

人
た

ち
を

見
た

り
、

効
果

的
に

身
振

り
手

振
り

を
使

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

品
物

や
写

真
な

ど
を

用
い

て
発
表
し

て
い
る
。
 

目
線

や
身

振
り

手
振

り
を

意
識

す

る
こ

と
が

で
き

る
。

品
物

や
写

真

な
ど
を
用

い
て
発
表
し

て
い
る
。
 

目
線

や
身

振
り

手
振

り
を

ま
っ

た
く

意
識

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

あ
る

い
は

、
品

物
や

写
真

を
用
意
し
て
い

な
い
。
 

３
 

２
 

０
 

me
m
or
iz
a
t
i
o
n
 

原
稿

を
一

度
も

見
ず

に
、

滞
り

な
く

発
表

す
る

こ
と

が
で

き

る
。
 

 

と
き

ど
き

原
稿

を
見

る
こ

と
が

あ

る
。
 

原
稿
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。
 

３
 

２
 

０
 

t
o
t
a
l
 

s
c
o
r
e
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
/2
0
 

  



- 39 -

巻
末

資
料

④
 

平
成
２
６
年
度
 

２
年
生
 
第

２
回
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト

実
施
要
項
（

案
）

 
  目

的
 

 
積

極
的

に
英

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
育

成
す

る
た

め
、

日
々

の
授

業
で

身

に
付

け
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
（

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

能
力

）
を

確
認

し
、

活
発

な
言

語
活

動
の

一
助

と
す
る
。

 
 対
象
 

 
２
学
年
全

員
 

 科
目
 

 
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
英

語
Ⅱ

 
 日
程
 

 
 
２
月
上

旬
（
１
週
目
？

）
 

 会
場
 

 
 
特
別
教

室
（
第
２
、
３

学
習
室
、
視

聴
覚
教
室
な

ど
）

 
 評
価
方

法
 
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
用
い

て
評
価
を
す

る
。

 
 実

施
方

法
 

①
２

学
期

後
半

よ
り

、
授

業
中

に
ス

モ
ー

ル
ト

ー
ク

を
取

り
入

れ
、

英
語

を
話

す
機

会
を

与
え

る
。

ス

ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト

直
前
１
時
間

は
本
番
に
即

し
た
練
習
を
行

う
。

 
②

授
業

時
間

１
時

間
を

利
用

し
て

、
別

室
に

お
い

て
ペ

ア
で

や
り

と
り

を
さ

せ
る

。
ペ

ア
は

名
簿

順
で

作
る

。
制

限
時

間
２

分
。

教
員

は
同

時
に

２
名

を
評

価
す

る
。

ボ
イ

ス
レ

コ
ー

ダ
ー

（
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
）

で
記
録
す
る
。

 
③
体
調

不
良
等
の
当
日

欠
席
に
よ
り

、
受
験
で
き

な
か
っ
た
生
徒

は
別
日
を
設

け
る
。
 

 C
AN
-D
O
リ

ス
ト
 
【
話

す
（
や
り
と
り

⑤
）
】
 

基
本

的
な

語
や

言
い

回
し

を
使

っ
て

、
人

を
誘

っ
た

り
、

誘
い

を
受

け
た

り
、

断
っ

た
り

す
る

こ

と
が
で
き
る
。

 
  

☆
会
話
の
流
れ
☆
 

 

①
あ
い
さ

つ
を
す
る
（

H
ow

 a
re

 y
ou

 d
oi

ng
?な

ど
を

使
っ
て
相

手
の
調
子
を

聞
く
こ
と
）

 
↓

 
②
Ａ
：

相
手

を
○○

に
誘
う
（
○○

の
内
容

は
そ
の
場

で
試
験
官
か
ら

指
示
を
受

け
る
こ
と
）

 
↓

 
③
Ｂ
：
誘

い
を
断
る
（

必
ず
理
由
を

述
べ
る
こ
と

）
 

↓
 

④
ペ
ア
で

協
力
し
て
、

新
た
な
約
束
の

待
ち
合
わ

せ
日
時
と
場

所
を
決
め
る

 
（
ペ

ア
の
最
終

目
的

!!!
ど

ち
ら
が
提

案
し
て
も
構

わ
な
い
）

 
↓

 
⑤
あ
い
さ

つ
を
し
て
別

れ
る

 
  

 

☆
RU

BR
IC

 

評
価
項

目
 

評
価
基
準
 

ro
le

 A
 

（
誘
う

）
 

適
切

な
表

現
を

使
用

し
、

ス

ム
ー

ズ
に

相
手

を
誘

う
こ

と

が
で

き
た

。
工

夫
も

見
ら

れ

た
。

 

使
用

し
た

表
現

が
完

璧
で

な
か

っ
た

り
、

た
ど

た
ど

し
い

点
は

あ
る

が
、

相
手

を
誘

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

相
手

を
誘

う
表

現
を

全
く

使
用

す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
単

語

の
羅

列
や

意
味

の
通

ら
な

い
文

に

な
っ
て
し

ま
っ
た
。

 
４

 
２

 
０

 
ro

le
 B

 
（
断
る

）
 

相
手

が
言

っ
た

こ
と

を
理

解

し
、

適
切

に
返

答
す

る
こ

と

が
で

き
た

。
理

由
に

工
夫

が

見
ら
れ
た

。
 

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
ー

は
な

い

が
、

相
手

の
誘

い
を

断
る

こ
と

が
で

き
た
。

 

相
手

が
言

っ
た

こ
と

を
誤

解
し

、

意
味

の
通

ら
な

い
返

答
を

し
て

し

ま
っ

た
。

単
語

で
の

返
答

や
意

味

の
通

ら
な

い
文

に
な

っ
て

し
ま

っ

た
。

 
４

 
２

 
０

 
pa

ir
 w

or
ki

ng
 

お
互

い
に

助
け

合
い

、

会
話

を
ス

ム
ー

ズ
に

進

め
る
こ
と

が
で
き
た
。

 
①

最
初

と
最

後
の

挨
拶

②
待
ち
合

わ
せ
日
時

 
③
待
ち
合

わ
せ
場
所

 
以

上
要

素
３

つ
す

べ
て

会
話

の
中

に
取

り
入

れ

る
こ
と
が

で
き
た
。

 

ぎ
こ

ち
な

さ
は

あ
っ

た
も

の
の

、
会

話
を

最
後

ま
で

進
め

る
こ

と
が
で

き
た
。

 
要

素
３

つ
す

べ
て

を

会
話

の
中

に
取

り
入

れ
る

こ
と

が
で

き

た
。

 

２
分

以
内

に
最

後
ま

で

会
話

を
進

め
る

こ
と

が

で
き
な
か
っ

た
。

 
ま

た
は

、
要

素
３

つ
の

う
ち

１
つ

が
足

り
な

か

っ
た
。

 
ま

た
は

最
後

ま
で

会
話

は
進

ん
だ

が
、

教
員

の

助
け
が
必
要

だ
っ
た
。

 

２
分

以
内
に

最
後

ま
で

会

話
を

進
め
る

こ
と

が
で

き

な
か
っ
た
。

 
要

素
３

つ
の

う
ち

、
２

つ

以
上
が
欠
け

て
い
た
。

 

１
０

 
６

 
３

 
０

 
no

n-
ve

rb
al

 
co

m
m

un
ic

at
io

n 
効

果
的

に
身

振
り

手
振

り
や

ア
イ

コ
ン

タ
ク

ト
を

使
用

し

て
会

話
を

進
め

る
こ

と
が

で

き
る
。

 

身
振

り
手

振
り

や
ア

イ
コ

ン
タ

ク
ト

を
意
識
し
て

い
る
。

 
身

振
り

手
振

り
や

ア
イ

コ
ン

タ
ク

ト
を
全
く

意
識
し
て
い

な
い
。

 

３
 

２
 

０
 

vo
ic

e 
適

度
な

音
量

で
、

は
っ

き
り

と
最
後
ま

で
聞
き
取
れ

る
。
 

 

声
が
や
や

小
さ
い
/
大
き
い

が
、
聞
き

取
る
こ
と
は

で
き

る
。

 

声
が
小
さ

す
ぎ
て
聞
き
取

る
こ

と
が
で
き

な
い
。
発
音
に

著
し

い
間
違
い

が
見
ら
れ
る

。
 

３
 

２
 

０
 

to
ta

l s
co

re
 

 
/ 

20
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 巻

末
資
料
⑤

 

 
平

成
２

６
年
度

 
１

年
生
 

第
１

回
 
ラ

イ
テ

ィ
ン
グ

テ
ス

ト
 
実

施
要

項
 

 目
的
 
 
 
積
極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
た
め
、
日
々
の
授
業
で
身
に

つ
け
た
表
現
活
動
を
利
用
し
て
、
記
述
形
式
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
発
な
言
語
活
動
の
一
助
と
す
る
。
 

 対
象
 
 
 
１
年
生
全
員

 
 科
目
 
 
 
英
語
表
現
Ⅰ

 
 日
程
 
 
 
６
月
９
日
～
１
３
日
の
間
の
１
時
間
を
利
用
し
、
実
施
す
る
。
（
各
教
科
担
当
で
設
定
す
る
）

 
 実
施
方
法
 
英
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
時
に
各
教
室
で
２
０
分
間
（
２
０
点
満
点
）
の
記
述
形
式
で
行
う
。

 
 試
験
内
容
 

 
 
 
 
 
 
 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
参
考
に
、
あ
な
た
の
英
語
の
先
生
に
つ
い
て
紹
介
し
な
さ
い
。

 
 
 
 
 
 

 
 生

徒
は
、
５
０

語
以

上
～
８

０
語

の
英
語

を
書

く
こ
と

。
５
０

語
に

満
た

な
い
生

徒
、
あ

る
い

は
８

０
語
を

超
え

る
生

徒

は
減

点
対
象
に

な
り

ま
す
。

ま
た

５
０
語

に
満

た
な
い

生
徒

は
、
大

幅
な

減
点
対

象
に

な
り
ま

す
。

 
  

 
 

評
価

表
 

 C
la

ss
（
 
 
 
 
）

N
o（

 
 
 
 
）

N
am

e（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 (1

) W
or

d 
le

ng
th

 (語
数

)（
３

段
階

評
定

）
 

S c
or

e 
２

 
５
０
～
８
０
語
 

 
 

１
 

１
１
～
４
９
語
 
ま
た
は
８
１
語
以
上

 
０

 
０
～
１
０
語
、
ま
た
は
一
文
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

 

※
50

語
に

満
た

な
い

作
品

に
つ
い
て
は
、

(2
)～

(3
)の

項
目
に
上
限
を
も
う
け
る
。

 
ま
た
、
１
文
以
下
の
場
合
は
各
項
目
で
０
点
と
す
る
。

 
※
左
列
数
字
：
５
０
語
以
上
 
右
列
数
字
：
５
０
語
未
満

 

(2
) C

on
te

nt
（

質
問

の
内

容
と

書
か

れ
た

英
文

の
関

連
性

）
(４

段
階

評
価

) 
S c

or
e 

8 
3 

一
貫
し
て
与
え
ら
れ
た
題
材
に
関
連
し
た
英
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

 
 

5 
2 

与
え
ら
れ
た
題
材
に
つ
い
て
英
文
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
題
材
と
関
連
性
の
低
い
英
文

も
書
か
れ
て
い
る
。

 

2 
1 

与
え
ら
れ
た
題
材
に
関
連
し
た
英
文
が
少
し
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。

 
ほ
と
ん
ど
の
文
に
お
い
て
題
材
と
の
関
連
性
が
低
い
。

 
０

 
0 

与
え
ら
れ
た
題
材
に
つ
い
て
全
く
関
連
し
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

 

(3
) A

cc
ur

ac
y 

(セ
ン

テ
ン

ス
レ

ベ
ル

の
正

確
さ

・
意

味
の

正
確

さ
)（

５
段

階
評

価
）

 
S c

or
e 

10
 

5 
セ
ン
テ
ン
ス
に
は
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。
語
句
が
適
切
に
使
わ
れ
て
自
然
な
英
語
で
あ
る
。
 

文
の
長
さ
が
適
当
で
あ
る
。

 
 

8 
4 

３
単

元
の

Ｓ
や

、
冠

詞
、

ス
ペ

リ
ン

グ
等

の
ミ

ス
が

あ
る

が
、

理
解

に
は

支
障

を
き

た
さ

な
い
。

 

6 
3 

Ｓ
Ｖ
な
ど
の
文
の
構
造
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
。
文

法
上

の
間

違
い

が
あ
る
。

 
意
味
が
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
誤
解
を
招
く
部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 

4 
2 

Ｓ
Ｖ
な
ど
の
文
構
造
に
間
違
い
が
比
較
的
多
く
あ
る
。

 
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
は
、
誤
解
を
招
く
部
分
が
目
立
つ
。

 

2 
1 

文
の
構
造
に
間
違
い
が
あ
る
。
語
の
意
味
を
間
違
っ
て
使
っ
て
お
り
、
読
み
手
が
理
解
で
き

な
い
部
分
が
多
い
。

 

0 
0 

十
分
な
英
語
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

 

TO
TA

L 
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巻
末
資
料
⑥

 

平
成

２
６
年
度

 
１

年
生
 

第
２

回
 
ラ

イ
テ

ィ
ン
グ

テ
ス

ト
 
実

施
要

項
 

 目
的
 
 
 
積
極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
た
め
、
日
々
の
授
業
で
身
に

つ
け
た
表
現
活
動
を
利
用
し
て
、
記
述
形
式
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
発
な
言
語
活
動
の
一
助
と
す
る
。
 

 対
象
 
 
 
１
年
生
全
員

 
 科
目
 
 
 
英
語
表
現
Ⅰ

 
 日
程
 
 
 
１
１
月
４
日
（
火
）
～
１
１
月
７
日
（
金
）

 
４
日
の
間
の
１
時
間
を
利
用
し
、
実
施
す
る
。
（
各
教
科
担
当
で
設
定
す
る
）

 
 実
施
方
法
 
英
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
時
に
各
教
室
で
２
０
分
間
（
２
０
点
満
点
）
の
記
述
形
式
で
行
う
。

 
 試
験
内
容
 

 授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を
参
考
に
、
好
き
な
本
や
映
画
を
紹
介
す
る
英
文
を
書
き
な
さ
い
。

 
 

 
 
 
 
 
 
※
生

徒
は
、

６
０

語
以
上

～
９

０
語
の

英
語

を
書
く

こ
と

。
 

６
０

語
に
満
た

な
い

生
徒
は

、
大

幅
な
減

点
対

象
に
な

り
ま

す
。

 
 

評
価

表
 

 
C

la
ss
（
 
 
 
 
）

N
o（

 
 
 
 
）

N
am

e（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

( 1
) S

tr
uc

tu
re

 o
f c

on
te

nt
（

内
容

の
構

成
）

各
項

目
ご

と
に

評
価

 
Sc

or
e 

①
 

In
tr

od
uc

tio
n 

導
入
（

in
tr

od
uc

tio
n）

部
分
に
お
い
て
、

 
本
や
映
画
の
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
て
い
る
。

 
書
か
れ
て
い
る

 
１
点

 
 

書
か
れ
て
い
な
い

 
０
点

 

②
 

B
od

y 

誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
書
か
れ
た
（
作
ら
れ
た
、

公
開
さ
れ
た
）
か

、
誰
が
役
者
か
、
ど
の
よ
う

な
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
（
本

）
か
、
の
い
ず
れ
か

２
つ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

 

書
か
れ
て
い
る

 
２
点

 
 

書
か
れ
て
い
な
い

 
０
点

 

③
 

B
od

y 
本

や
映

画
の

内
容

が
書

か

れ
て
い
る
。

 

４
文
以
上

 
４
点

 

 
３
文

 
３
点

 
１
～
２
文

 
２
点

 

書
か
れ
て
い
な
い

 
０
点

 

④
 

B
od

y 
本

や
映

画
に

対
す

る
自

分

の
感

想
や

意
見

が
書

か
れ

て
い
る
。

 

書
か
れ
て
い
る

 
２
点

 
 

書
か
れ
て
い
な
い

 
０
点

 

⑤
 

C
on

cl
us

io
n 

ス
ピ

ー
チ

を
締

め
く

く
る

内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

 

書
か
れ
て
い
る
。

 
１
点

 
 

書
か
れ
て
い
な
い
。

 
０
点

 

(2
) A

cc
ur

ac
y 

(セ
ン

テ
ン

ス
レ

ベ
ル

の
正

確
さ

・
意

味
の

正
確

さ
)（

５
段

階
評

価
）

 
S c

or
e 

セ
ン
テ
ン
ス
に
は
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。
語
句
が
適
切
に
使
わ
れ
て
自
然
な
英
語
で
あ
る
。 

文
の
長
さ
が
適
当
で
あ
る
。
※
３
単
元
の

S、
冠
詞
、
ス
ペ
リ
ン
グ
に
ミ
ス
は
１
～
２
つ
。

※
文
法
上
の
間
違
い
は
０
～
１
個

 
10

 
5 

 

３
単

元
の

Ｓ
や

、
冠

詞
、

ス
ペ

リ
ン

グ
の

ミ
ス

が
あ

る
が

、
理

解
に

は
支

障
を

き
た

さ
な

い
。（

上
記
の
ミ
ス
の
数
に
つ
い
て
は
合
計
で
３
～
６
個
を
目
安
）
そ
の
他
に
お
け
る
文
法

上
の
間
違
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
（
文
法
上
の
ミ
ス
が
２
個
～
３
個
）

 
8 

4 

Ｓ
Ｖ
な
ど
の
文
の
構
造
は
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
。
文

法
上

の
間

違
い

が
あ
る

 
（
上
記
に
関
す
る
ミ
ス
が
４
～
５
個
）
。

 
意
味
が
分
か
ら
な
い
、
ま
た
は
誤
解
を
招
く
部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 

6  
3  

Ｓ
Ｖ

な
ど

の
文

構
造

に
間

違
い

が
比

較
的

多
く

あ
る

。
意

味
が

分
か

ら
な

い
、

ま
た

は
、

誤
解
を
招
く
部
分
が
目
立
つ
。
（
上
記
に
関
す
る
ミ
ス
が
６
つ
以
上
）

 
4  

2  
Ｓ
Ｖ
な
ど
の
文
構
造
に
間
違
い
が
多
く
あ
る
。

 
語
の
意
味
を
間
違
っ
て
使
っ
て
お
り
、
読
み
手
が
理
解
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。

 
2 

1 

十
分
な
英
語
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

 
0 

0 

TO
TA

L 
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巻
末

資
料

⑦
 平
成

２
６

年
度

 
２

年
生

 
第

１
回

 
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
テ

ス
ト

 
実

施
要

項
 

 目
的

 
 

 
積

極
的

に
英

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
育

成
す

る
た

め
、

日
々

の
授

業
で

身
に

つ
け

た
表

現
活

動
を

利
用

し
て

、
記

述
形

式
で

評
価

す
る

こ
と

に
よ

り
、

活
発

な
言

語
活

動
の

一
助

と
す

る
。

 
 対

象
 

 
 

２
年

生
全

員
 

 科
目
 

 
 

英
語

表
現

Ⅱ
 

 日
程
 

 
 

６
月

９
日

（
月

）
～

６
月

２
０

日
（

金
）

の
間

の
１

時
間

を
利

用
し

、
実

施
す

る
。

 
 実

施
方

法
 

英
語

表
現

Ⅱ
の

授
業

時
に

各
教

室
で

２
０

分
間

（
２

０
点

満
点

）
の

記
述

形
式

で
行

う
。

 
 試

験
内

容
 

ア
メ

リ
カ

人
の

友
人

に
E

-m
ai

lを
書
く

。
 

①
始

め
の

言
葉

、
②

自
分

が
訪

れ
て

み
た

い
都

市
と

そ
の

理
由

、
③

そ
こ

で
何

を
し

た

い
か
、

④
さ

ら
に

一
言

付
け

加
え

る
こ

と
を

、
段

落
構

成
を

用
い

て
書

く
。

 

 評
価
基

準
 

（
１

）
語

数
（

２
）

内
容

（
３

）
構

成
（

４
）

文
法

の
４

点
か

ら
評

価
す

る
。

 
 C

an
 D

o 
Li

st
：
【

書
く

こ
と

③
】

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

内
容

（
生

活
や

文
化

の
紹

介
な

ど
の

説

明
や

物
語

）
で

あ
れ

ば
、

基
礎

的
な

日
常

生
活

語
彙

や
表

現
を

用
い

て
、

感
想

や
意

見
な

ど
を

短
く

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

 そ
の
他

 
 

各
授

業
担

当
者

が
監

督
、

採
点

を
行

う
。

 
採
点

す
る

前
の

答
案

を
コ

ピ
ー

し
、

学
年

分
ま

と
め

て
保

存
す

る
。

 
 

 
 

 
 

生
徒

は
辞

書
（

紙
辞

書
、

電
子

辞
書

問
わ

な
い

）
を

持
ち

込
む

こ
と

が
で

き
る

が
、

辞
書

の
例

文
を

そ
の

ま
ま

引
用

す
る

こ
と

は
禁

止
と

す
る

。
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

場
合

、

評
価

し
な

い
。

５
０

語
以

上
書

く
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

白
紙

の
場

合
は

評
価

し
な

い
。

 
 

 
 

 
 

事
前

に
生

徒
に

対
し

て
、

説
明

プ
リ

ン
ト

を
配

り
、

評
価

基
準

を
伝

え
て

お
く

。
 

 
 
 

 
 

テ
ス

ト
結

果
は

後
日

返
却

す
る

。
 

   
 

評
価

表
 

C
L
A

S
S

( 
 

 )
N

O
.(
  
  
)N

A
M

E
( 

  
  
  
  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  
  

  
  

) 

 評
価

項

目
 

評
価

基
準

 
S

C
O

R
E

 

語
数

 

9
0

語
以

上
 

8
9

～
7

0
語

 
6

9
～

5
0

語
 

4
9

～
3

0
語

 
2

9
語

以
下

 
 

 

1
0

 
8

 
6

 
4

 
2

 

内
容

 

内
容

が
独

自
性

に
富

み
、

表
現

が
豊

か
で

あ
る

。
 

内
容

を
理

解

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

独

自
性

も
見

ら

れ
る

。
普

通
。

 

例
文

と
似

て

お
り

、
独

自

性
に

乏
し

い
。

 

内
容

が
乏

し
い

。
 

 
 

6
 

4
 

2
 

0
 

構
成

 

①
始

め
の

言
葉

、
②

自
分

が
訪

れ
た

い
都

市
と

そ
の

理
由

、
③

そ
こ

で
や

り
た

い
こ

と
、

④
さ

ら
に

一

言
、

 

の
４

つ
の

要
素

が
全

て
含

ま
れ

て
お

り
、

段
落

構
成

が
き

ち
ん

と
し

て
い

て
わ

か
り

や
す

い
。

 

一
つ

の
段

落
に

2
つ

以

上
の

内
容

が
混

在
し

て

い
る

箇
所

が
見

受
け

ら

れ
る

か
、

4
つ

の
要

素

の
う

ち
1

つ
が

欠
け

て

い
る

。
 

段
落

構
成

を
全

く
無

視
し

て
い

た
り

、
2

つ
以

上
の

要
素

が
欠

け
て

い
る

。
 

 
 

2
 

1
 

0
 

文
法

 

文
法

的
な

ミ
ス

は
ほ

と
ん

ど
み

ら
れ

な
い

。
（

冠
詞

や
複

数
形

な
ど

の
ミ

ス
レ

ベ
ル

が
５

つ
程

度
ま

で
）

 

文
法

的
な

ミ
ス

は
み

ら

れ
る

が
、

内
容

は
わ

か

る
。

 

文
法

の
ル

ー
ル

を
ま

っ
た

く
無

視
し

て
い

る
。

 

 
 

2
 

1
 

0
 

T
O

T
A

L
 

 
 

S
C

O
R

E
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

/
２

０
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巻
末

資
料

⑧
 

平
成

２
６

年
度

 
２

年
生

 
第

２
回

 
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
テ

ス
ト

 
実

施
要

項
（

案
）

 

 目
的

 
 

 
積

極
的

に
英

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

を
育

成
す

る
た

め
、

日
々

の
授

業
で

身
に

つ
け

た
表

現
活

動
を

利
用

し
て

、
記

述
形

式
で

評
価

す
る

こ
と

に
よ

り
、

活
発

な
言

語
活

動
の

一
助

と
す

る
。

 

 対
象
 

 
 

２
年

生
全

員
 

 科
目
 

 
 

英
語

表
現

Ⅱ
 

 日
程
 

 
 

２
月

９
日

（
月

）
～

２
月

１
３

日
（

金
）

の
間

の
１

時
間

を
利

用
し

、
実

施
す

る
。

 

 実
施
方

法
 

英
語

表
現

Ⅱ
の

授
業

時
に

各
教

室
で

２
０

分
間

（
２

０
点

満
点

）
の

記
述

形
式

で
行

う
。

 

 試
験
内

容
 

環
境

問
題

の
中

か
ら

一
つ

を
選

び
、

私
た

ち
が

な
す

べ
き

こ
と

は
何

か
を

英
語

で
述

べ
る

。
 

g
l
o
b
a
l
 
w
a
r
m
i
n
g
 
/
 
d
e
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
o
f
 
f
o
r
e
s
t
s
 
/
 
a
c
i
d
 
r
a
i
n
 
/
 
g
a
r
b
a
g
e
 

d
i
s
p
o
s
a
l
 
p
r
o
b
l
e
m
 

以
下

の
5
つ
の

内
容

を
含

め
る

 

①
ど
の

問
題

に
つ

い
て

述
べ

る
か

、
②

何
で

そ
の

問
題

に
つ

い
て

知
っ

た
か

、
③

そ
の

問
題
で

ど
の

よ
う

な
困

っ
た

こ
と

が
お

き
て

い
る

か
、

④
そ

の
問

題
の

解
決

の
た

め
に

私
た
ち

は
何

を
す

べ
き

か
そ

し
て

そ
の

理
由

は
何

か
、

⑤
問

題
解

決
に

向
け

て
さ

ら
に

一
言
 

次
の

３
つ

の
表

現
を

そ
れ

ぞ
れ

1
回

は
使

う
こ

と
。

 

接
続
詞

（
等

位
接

続
詞

ま
た

は
、

従
位

接
続

詞
）、

助
動

詞
、

t
o
不

定
詞

 

 

評
価

基
準

 
（
１

）
語

数
（

２
）

表
現
（
３
）
構
成
（
４
）
文
法
（
５
）
h
o
l
i
s
t
i
c
 
i
m
p
r
e
s
s
i
o
n
の

5
点

か
ら

評
価

す
る

。
 

 C
an

 D
o 

Li
st
：
【

書
く

こ
と

③
】

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

内
容

（
生

活
や

文
化

の
紹

介
な

ど
の

説

明
や

物
語

）
で

あ
れ

ば
、

基
礎

的
な

日
常

生
活

語
彙

や
表

現
を

用
い

て
、

感
想

や
意

見
な

ど
を

短
く

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

 そ
の
他

 
 

各
授

業
担

当
者

が
監

督
、

採
点

を
行

う
。

 

採
点

す
る

前
の

答
案

を
コ

ピ
ー

し
、

学
年

分
ま

と
め

て
保

存
す

る
。

 

 
 
 

 
 

生
徒

は
辞

書
（

紙
辞

書
、

電
子

辞
書

問
わ

な
い

）
を

持
ち

込
む

こ
と

が
で

き
る

が
、

辞
書

の
例

文
を

そ
の

ま
ま

引
用

す
る

こ
と

は
禁

止
と

す
る

。
そ

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

っ
た

場
合

、

評
価

し
な

い
。

５
０

語
以

上
書

く
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

白
紙

の
場

合
は

評
価

し
な

い
。
 

 
 
 

 
 

事
前

に
生

徒
に

対
し

て
、

説
明

プ
リ

ン
ト

を
配

り
、

評
価

基
準

を
伝

え
て

お
く

。
 

 
 
 

 
 

テ
ス

ト
結

果
は

後
日

返
却

す
る

。
 

 
 

評
価

表
 

評
価

 

項
目

 
評
価
基
準
 

S
C
O
R
E
 

語
数

 

７
０

語

以
上

 

５
０

～
６

９
語
 

３
０

～

４
９

語
 

２
０

～
２

９
語
 

１
９

語
以

下
 

 

  

８
 

６
 

４
 

２
 

0
 

表
現

 

指
定

さ
れ

た
表

現

が
す

べ
て

適
切

に

使
わ

れ
て

い
る

 

指
定

さ
れ

た
表

現

の
う

ち
、

２
つ

が

適
切

に
使

わ
れ

て

い
る

。
普

通
。

 

指
定

さ
れ

た
表

現
の

２
つ

以
上

が
適

切
に

使
わ

れ
て

い
な

い
。

 

 

６
 

４
 

０
 

構
成

 

段
落

構
成

が
き

ち

ん
と

し
て

い
て

わ

か
り

や
す

い
。

 

一
つ

の
段

落
に

2

つ
以

上
の

内
容

が

混
在

し
て

い
る

箇

所
が

1
つ

見
受

け

ら
れ

る
。

 

段
落

構
成

を
全

く
無

視
し

て
い

る
。

 

 

２
 

１
 

０
 

文
法

 

文
法

的
な

ミ
ス

は

ほ
と

ん
ど

み
ら

れ

な
い

。
（

冠
詞

や

複
数

形
な

ど
の

ミ

ス
レ

ベ
ル

が
５

つ

程
度

ま
で

）
 

文
法

的
な

ミ
ス

は

み
ら

れ
る

が
、

内

容
は

わ
か

る
。

 

文
法

の
ル

ー
ル

を
ま

っ
た

く
無

視
し

て
い

る
。

 

 

２
 

１
 

０
 

h
o
l
i
s
t
i
c
 

i
m
p
r
e
s
s
i
o
n
 

優
れ

た
内

容
で

あ

る
。

 

言
い

た
い

こ
と

は

理
解

で
き

る
。

普

通
。

 

言
い

た
い

こ
と

が
明

確
に

伝
わ

ら
な

い
。

 

 

２
 

１
 

０
 

T
O
T
A
L
 

S
C
O
R
E
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巻
末
資
料
⑨
－
１

 

※
生
徒
の
個
人
名
は
削
除
し
て
あ
り
ま
す
。
 

 

 
 

  

巻
末
資
料
⑨
－
２
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末
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巻
末
資
料
⑩

 

英
語

 
夏

休
み

課
題

 
英

作
文

 

 １
．
 

内
容

：
夏

休
み

に
や

っ
た

印
象

に
残

る
出

来
事

 

２
．
 

語
数

：
2

0
0

語
以

上
 

３
．
 

形
式

：
以

下
の

内
容

を
す

べ
て

含
め

て
、

段
落

に
分

け
て

わ
か

り
や

す
く

書
く

こ
と

 

(ア
) い

つ
、

誰
と

、
ど

こ
へ

行
っ

た
か

 

(イ
) そ

こ
で

何
を

や
っ

た
か

 

(ウ
) そ

の
結

果
何

を
感

じ
た

か
 

４
．
 

提
出

日
：

全
員

最
低

2
回

以
上

提
出

す
る

。
 

1
回

目
：

9
月

2
日

（
火

）
帰

り
の

S
T

で
集

め
て

、
英

語
表

現
の

担
当

者
に

提
出

す
る

こ
と

。
 

2
回

目
：

1
回

目
に

提
出

し
た

課
題

に
つ

い
て

、
添

削
を

し
て

返
却

し
ま

す
。

も
う

一
度

、
改

め
て

書
き

直
し

た

も
の

を
、

9
月

2
6

日
（

金
）

ま
で

に
提

出
す

る
こ

と
。

 

3
回

目
～

5
回

目
：

意
欲

の
あ

る
人

は
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

1
回

ご
と

に
2

ポ
イ

ン
ト

の
平

常
点

を
加

算
し

ま
す

。
3

回
目

以
降

の
最

終
提

出
期

限
は

、
1

0
月

7
日

（
火

）
で

す
。

 

 

作
文

の
例

 

M
y 

S
u

m
m

e
r 

V
a
c
a
ti
o
n

 

 

 
①

O
n

 A
u

g
u

s
t 

1
1

th
, 
I 
w

e
n

t 
to

 ‘S
h

im
a
n

a
m

i 
K

a
id

o
（

し
ま

な
み

海
道

）
’b

y 
m

ys
e
lf
. 
It
 i
s
 a

 

ro
a
d

 t
h

a
t 
c
o
n

n
e
c
ts

 Im
a
b

a
ri（

今
治

）
 
in

 E
h

im
e
 t
o
 O

n
o
m

ic
h

i（
尾

道
）

 
in

 H
ir
o
s
h

im
a
. 

 
T

h
e
 7

0
 

k
ilo

m
e
te

rs
 r
o
u

te
 r
u

n
s
 o

v
e
r 

‘S
e
to

 In
la

n
d

 S
e
a（

瀬
戸

内
海

）
’. I

t 
c
o
n

n
e
c
ts

 s
ix

 is
la

n
d

s
 w

it
h

 s
e
v
e
n

 

lo
n

g
 b

ri
d
g
e
s
. 

 

  
②

N
o
w

 I
 w

a
n

t 
to

 t
e
ll 

yo
u

 t
h

re
e
 t

h
in

g
s
 I
 e

n
jo

ye
d

 i
n

 S
h

im
a
n

a
m

i 
K

a
id

o
. 

  
③

F
ir
s
t,
 t

h
e
 p

a
n

o
ra

m
ic

 v
ie

w
s
 f

ro
m

 t
h

e
 b

ri
d

g
e
s
 w

e
re

 v
e
ry

 b
e
a
u

ti
fu

l. 
E

s
p

e
c
ia

lly
 t

h
e
 

v
ie

w
 f

ro
m

 ‘K
u

ru
s
h

im
k
a
ik

yo
-
O

h
a
s
i（

来
島

海
峡

大
橋

）
’w

a
s
 m

y 
fa

v
o
ri
te

. 
T

h
e
 4

5
0

0
 m

e
te

rs
 

b
ri
d
g
e
 is

 t
h

e
 lo

n
g
e
s
t 
o
f 
th

e
s
e
 s

e
v
e
n

 b
ri
d
g
e
s
. I
t 
is

 6
5

 m
e
te

rs
 h

ig
h

. W
h

ile
 I 

w
a
s
 c

ro
s
s
in

g
 t
h

e
 

b
ri
d

g
e
, 
I 
fe

lt
 a

s
 i
f 

I 
w

a
s
 f

ly
in

g
 o

v
e
r 

th
e
 s

e
a
. 

 

  
④

S
e
c
o
n

d
, I

 e
n

jo
ye

d
 a

 l
o
t 

o
f 

d
e
lic

io
u

s
 s

e
a
fo

o
d

. M
y 

fa
v
o
ri
te

 f
is

h
 w

a
s
 ‘A

k
o

’. I
t 

w
a
s
 a

 

w
h

it
e
 m

e
a
t 

fi
s
h

 t
h

a
t 

h
a
d

 a
 u

n
iq

u
e
 t

e
x
tu

re
. Y

o
u

 c
a
n

’t 
e
a
t 

th
is

 f
is

h
 o

u
ts

id
e
 o

f 
S

e
to

 In
la

n
d
 

S
e
a
 b

e
c
a
u

s
e
 t

h
e
re

 a
re

 n
o
t 

m
a
n

y.
 
 

  
⑤

T
h

ir
d

, 
S

h
im

a
n

a
m

i 
K

a
id

o
 i
s
 f

ri
e
n

d
ly

 t
o
 u

s
e
rs

. 
F
o
r 

e
x
a
m

p
le

, 
th

e
re

 i
s
 a

 b
lu

e
 l
in

e
 

a
lo

n
g
 t

h
e
 c

yc
lin

g
 r

o
a
d

. 
S

o
 I
 d

id
n

’t 
h

a
v
e
 t

o
 w

o
rr

y 
a
b

o
u

t 
m

is
s
in

g
 t

h
e
 r

o
u

te
 a

n
d

 I
 c

o
u

ld
 

e
n

jo
y 

c
yc

lin
g
. 

  
⑥

N
o
w

a
d
a
ys

 c
yc

lin
g
 h

a
s
 b

e
e
n

 m
o
re

 p
o
p

u
la

r.
 E

s
p

e
c
ia

lly
 a

 l
o
t 

o
f 

p
e
o
p

le
 in

 T
a
iw

a
n

 

b
e
g
a
n

 t
o
 c

o
m

e
 t

o
 S

h
im

a
n

a
m

i-
K

a
id

o
. 
I 
w

a
n

t 
to

 e
n

jo
y 

c
yc

lin
g
 w

it
h

 p
e
o
p

le
 f

ro
m

 f
o
re

ig
n

 

c
o
u

n
tr

ie
s
 s

o
m

e
 d

a
y.

 

 
    

☆
夏

休
み

の
思

い
出

（
各

段
落

の
最

初
の

文
に

段
落

番
号

を
書

き
な

さ
い

。
各

段
落

の
最

初
の

文
は

2
セ

ン
チ

程
度

空
け

て
書

く
こ

と
）
 

 
 

 
 

 
①

 

                 
 

                 2
年

 
 

 
組

 
 

 
番

 
 

名
前
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巻末資料⑪ 
愛知県立惟信高等学校 平成 26 年度入学生用  CAN－DO リスト（１版） 
 １年 ２年 ３年 

 

＜理解＞ 

読むこと 

Reading 

1-1  コミュニケーション英語Ⅰの教科書（１６００語レベル）

を読んで、概要や要点をとらえることができる。 

2-1  コミュニケーション英語Ⅱの教科書（２３００語レベル）につ

いて、速読したり精読するなど目的に応じた読み方ができる。 

3-1  コミュニケーション英語Ⅲの教科書（３０００語レベル）

について、速読したり精読するなど目的に応じた読み方がで

きる。 

3-2  看板、メニュー、携帯メール、簡単なポスターや招待状等

の日常生活で使われている非常に短い簡単な文章を読み、理

解することができる。 

3-3  簡単な英語で表現されていれば、旅行ガイドブック、レシ

ピなど実用的・具体的で内容が予想できるものから必要な情

報を探すことができる。 

 

＜理解＞ 

聞くこと 

Listening 

1-1  かなり配慮して、１文ずつ、ゆっくり話してもらえば、教

師による英語での簡単な指示・説明を聴いて理解することが

できる。 

1-2  かなり配慮して、１文ずつ、ゆっくり話してもらえば、ご

く簡単な英語で話された、事物に関する紹介や対話を聞いて、

情報や考えを理解したり、概要や要点をとらえたりすること

ができる。 

2-1  ある程度配慮して話してもらえば、教師に英語での指示・説明

を聴いて理解することができる。 

2-2  ある程度配慮して話してもらえば、簡単な英語で話された、事

物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなど

を理解したり、概要や要点をとらえたりすることができる。 

3-1  はっきりとした発音で話してもらえば、教師による英語で

の指示・説明を聴いて理解することができる。 

3-2  はっきりとした発音で話してもらえば、分かりやすい展開

の、事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情

報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりするこ

とができる。 

 

＜話すこと＞ 

発表 

Spoken 

Production 

 

 

1-1  英語の授業の中で、教師に簡単な質問をしたり、許可を求

めることができる。 

1-2  絵を見て,風景や状況を、簡単な語や基礎的な句を限られた

構文を用い、簡単に描写することができる。 

1-3  前もって話すことを用意した上で、基礎的な語句、定型表

現を用いて、人前で実物を見せながらその物を説明すること

ができる。 

1-4  基礎的な語句、定型表現を用いて、限られた個人情報（家

族や趣味など）や簡単な情報（時間や日時、場所など）を伝

えることができる。 

1-5  前もって発話することを用意した上で、限られた身近なト

ピックについて、簡単な語や基礎的な句を限られた構文を用

い、簡単な意見を言うことができる。 

2-1  英語の授業の中で、教師に質問をしたり、許可を求めることが

できる。 

2-2  絵を見て、風景や状況を,簡単な語や基礎的な句を限られた構文

を用い、複数の文で描写できる。 

2-3  一連の簡単な語句や文を使って、自分の趣味や特技に触れなが

ら自己紹介をすることができる。 

2-4  写真や絵、地図などの視覚的補助を利用しながら、一連の簡単

な語句や文を使って、自分の毎日の生活に直接関係のあるトピック

（自分のこと、学校のこと、地域のことなど）について、短いスピ

ーチをすることができる。 

2-5  一連の簡単な語句や文を使って、意見や行動計画を、理由をあ

げて短く述べることができる。 

3-1  英語の授業の中で、教師に質問をしたり、許可を求めるこ

とができる。 

3-2  絵を見て、風景や状況を,簡単な語や基礎的な句を限られた

構文を用い、複数の文で描写できる。 

3-3  写真や絵、地図などの視覚的補助を利用しながら、一連の

簡単な語句や文を使って、自分の毎日の生活に直接関係のあ

るトピック（自分のこと、学校のこと、地域のことなど）に

ついて、短いスピーチをすることができる。 

3-4  一連の簡単な語句や文を使って、意見や行動計画を、理由

をあげて短く述べることができる。 

3-5  使える語句や表現を繋いで、自分の経験や夢、希望を順序

だて、話しを広げながら、ある程度詳しく語ることができる。 

 

＜話すこと＞ 

やりとり 

Spoken 

Interaction 

1-1  教師による、英語での簡単な指示に対して簡単な応答する

ことができる。 

1-2  あいさつをはじめとして、簡単なやりとりをかわすことが

できる。 

1-3  なじみのある定型表現を使って、時間・日にち・場所につ

いて質問したり、質問に答えたりすることができる。 

1-4  家族、日課、趣味などの個人的なトピックについて、（必

ずしも正確ではないが）なじみのある表現や基礎的な文を使

って、質問したり、質問に答えたりすることができる。 

2-1  教師による、英語での指示・説明に応答することができる。 

2-2  自分のことなど、なじみのある話題について英語で短いやりと

りができる。 

2-3  基本的な語や言い回しを使って日常のやりとり（何ができるか

できないかや色についてのやりとりなど）、において単純に応答す

ることができる。 

2-4  趣味、部活動などのなじみのあるトピックに関して、はっきり

と話されれば、簡単な質疑応答をすることができる。 

2-5  基本的な語や言い回しを使って、人を誘ったり、誘いを受けた

り、断ったりすることができる。 

3-1  教師による、英語での指示・説明に応答することができる。 

3-2  簡単な英語で、意見や気持ちをやりとりしたり、賛成や反

対などの自分の意見を伝えたり、物や人を比べたりすること

ができる。 

3-3  予測できる日常的な状況（郵便局・駅・店など）ならば、

様々な語句や表を用いてやりとりができる。 

3-4  身近なトピック（学校・趣味・将来の希望）について、簡

単な英語を幅広く使って意見を表明し、情報を交換すること

ができる。 

 

＜書くこと＞ 

書くこと 

Writing 

 

1-1  簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近なこと（好き嫌い、

家族、学校生活など）について短い文章を書くことができる。

1-2  自分の経験について、辞書を用いて、短い文章を書くこと

ができる。 

1-3  趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基

礎的な表現を使って書くことができる。 

1-4  日常的・個人的な内容であれば、招待状、私的な手紙、メ

モ、メッセージなどを簡単な英語で書くことができる。 

2-1  文と文を and, but, because などの簡単な接続詞でつなげるよう

な書き方であれば、基礎的・具体的な語彙、簡単な句や文を使った

簡単な英語で、日記や写真、事物の説明文などのまとまりのある文

章を書くことができる。 

2-2  身の回りの出来事や趣味、場所などについて、個人的経験や自

分に直接必要のある領域での事柄であれば、簡単な描写ができる。

2-3  聞いたり読んだりした内容（生活や文化の紹介などの説明や物

語）であれば、基礎的な日常生活語彙や表現を用いて、感想や意見

などを短く書くことができる。 

3-1  自分に直接関わりのある環境（学校、職場、地域など）で

の出来事を、身近な状況で使われる語彙・文法を用いて、あ

る程度まとまりのあるかたちで、描写することができる。 

3-2  身近な状況で使われる語彙・文法を用いれば、道筋を立て

て、作業の手順などを示す説明文を書くことができる。 

 

外部指標 

＜目標＞ 

・英検３級（全員） 

・英検準２級（５％；１８名） 

・受容語彙：２０００語 

 

＊中学校（１２００）＋コミュ英Ⅰ（４００）＝１６００語 

＊英検３級≒中学卒業程度（２０００語レベル） 

 ［身近な英語を理解し、また使用することができる。］ 

 

・英検準２級（１５％；４５名） 

・英検２級（１％；３名） 

・受容語彙：３６００語 

 

＊１年次まで（１６００）＋コミュ英Ⅱ（７００）＝２３００語 

＊英検準２級≒高校中級程度（３６００語レベル） 

 ［日常生活に必要な英語を理解し、また使用することができる。］

・英検準２級（４０％；１４０名） 

・英検２級（３％；１０名） 

・受容語彙５０００語 

 

＊２年次まで＋コミュニケーション英語Ⅲ(700)＝３０００語 

＊センター試験（４０００語超） 

＊英検２級≒高校卒業程度（５０００語レベル）  

［社会生活に必要な英語を理解し、また使用することができ

る。］ 
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１年 単位数 ３

読む

月 Lesson / Title Grammar 言語活動 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1

Self introduction
自己紹介のスピーチに用いられ
る表現を学習する。自己紹介文
の原稿を書く。それをもとに生徒
と情報交換する。

○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○

Lesson１『新しい学年が
始まります』

Ｓ＋V（＝一般動
詞）
S＋V（＝be動
詞）

この課のポイントを使って、クラ
スメートを紹介する英文を書く。

○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○

Lesson２『親友を紹介し
ます』

S＋V＋C
S＋V＋O

この課のポイントを使って、先生
やその他に人物のインタビュー
を聞き、紹介する英文を書く。

○ ○ ○ ☆ ○ ○

Lesson３『起きなさい』
動詞の現在形
現在進行形

この課のポイントを使って、自分
の日ごろのスケジュールを英語
で書く（言う）。また、絵を見て描
写する。

○ ○ ○ ○ ☆ ○

Lesson４『よい週末を』
動詞の過去形
未来形『will』

休日や週末など、過去にしたこ
とについて、紹介する英文をつく
り、グループ内で発表をする。

☆ ○ ○ ○ ○ ○

Lesson５『メールで連絡
することができます』

助動詞『can』「～
できる」
助動詞『must』
「～しなければな
らない」

グループ内で、悩み事や問題に
対して『You should～、You
must～』の形で助言を与える。

○ ○ ☆ ○ ○

Performance TestⅠ
HOW TO MAKE A
SPEECH①

Self-Introduction 『自己
紹介』

自己紹介をするエッセイを書く。 ☆ ○

読む

月 Lesson / Title Grammar 言語活動 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1

Lesson６『どんな町に住
んでいますか』

接続詞『when』
距離、時刻、天
候の『it』

通学区域の市（区、町、村）を紹
介する英文をつくり、グループご
とに発表をする。

☆ ○ ○ ○ ○

Lesson７『夏が来まし
た』

S＋V（＝sendな

ど ）＋O1＋O2
S＋V（＝keepな

ど）＋O＋C

自分の好きな四季の行事や過
ごし方について紹介する英文を
つくる。グループ内でそれぞれ
の季節に関係する単語やその
使い方を調べる。

○ ○ ○ ○ ☆ ○

Lesson８『何か変わった
ことがありましたか』

There is(are)
S＋be動詞 ＋
過去分詞 (by～)

身の回りの出来事について友
人と話し合い、発表をする。
What's new?から会話を始めて

―
○ ☆ ○

Lesson９『何を読んでい
ますか』

現在完了形

自分の経験（行ったことがある
場所、やったことがあること）を
感想を交え紹介し、それをもと
にやりとりをする。

○ ○ ☆ ○ ○

Lesson１０『お昼を食べ
ましょう』

現在完了進行形

グループで絵や写真をヒントに
状況に合わせた英文（現在完了
進行形を含む）をつくり、発表を
する。

☆ ○ ○ ○ ○

Performance TestⅡ
HOW TO MAKE A
SPEECH②

 Traveling『旅行』

写真や地図等を使用し、今まで
に行ったことのある旅行先を紹
介するエッセイを書く。

☆ ○

E-mail
CommunicationⅠ

INTRODUCTION / BODY /
CONCLUSIONを意識して、

ALTに自分のことを紹介するE-
mailを書く。

☆ ○

読む

月 Lesson / Title Grammar 言語活動 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1

１
Lesson１１『スポーツは
好きですか』

比較級、最上級

身の回りの出来事や人物につ
いて紹介する英文(比較級、最

上級を含む)をつくり、グループ
ごとに発表をする。

☆ ○ ○ ○ ○

Lesson１２『ペットをかっ
ていますか』

現在分詞、過去
分詞

グループで絵や写真をヒントに
状況に合わせた英文（現在分
詞、過去分詞を含む）をつくり、
発表をする。

☆ ○ ○ ○ ○

Lesson１３『趣味は何で
すか』

動名詞、不定詞
余暇の過ごし方や趣味について
お互いにインタビューを行い、そ
れをもとにやりとりをする。

☆ ○ ○ ○

Perfoｒmance TestⅢ 余暇の過ごし方や趣味について
段落を意識してエッセイを書く。

☆ ○
書③趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができ
る。

３
学
期
学
年
末

２
～
３

話す　発表 話す　やりとり 書く 聞く

CAN-DO 重点ポイント
（ルーブリックによる評価）

発③前もって話すことを用意した上で、基礎的な語句、定型表現を用いて、人前で実物を見せながらそ
の物を説明することができる。

発③前もって話すことを用意した上で、基礎的な語句、定型表現を用いて、人前で実物を見せながらそ
の物を説明することができる。

発④基礎的な語句、定型表現を用いて、限られた個人情報（家族や趣味など）や簡単な情報（時間や
日時、場所など）を伝えることができる。

平成 26 年度　　年間学習指導計画

学年 英語表現Ⅰ

Grove　English ExpressionⅠ（文英堂） 副教材 LEARNER'S ENGLISH GRAMMAR in 21stages

科目名

１　コミュニケーションへの関心・意欲・態度

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとする。

２　外国語表現の能力

事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら英語で伝えている。

評価の観点
及びその趣
旨

英語やその運用についての知識を身に付けているとともに、言語の背景にある文化を理解している。

４　言語や文化についての知識・理解

①定期考査
②小テスト
③授業中の活動参加（発言、ペア/グループワーク、発表など）
④課題
⑤ライティングテスト

１
学
期
中
間

１
学
期
期
末

４
～
５

６
～
７

CAN－DO リスト

評価方法

CAN-DO 重点ポイント
（ルーブリックによる評価）

書③趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができ
る。

科目の目標 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。

や④家族、日課、趣味などの個人的なトピックについて、（必ずしも正確ではないが）なじみのある表現
や基礎的な文を使って、質問したり、質問に答えたりすることができる。

教科書

３　外国語理解の能力

英語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

書④日常的・個人的な内容であれば、招待状、私的な手紙、メモ、メッセージなどを簡単な英語で書くこ
とができる。

書④日常的・個人的な内容であれば、招待状、私的な手紙、メモ、メッセージなどを簡単な英語で書くこ
とができる。

書①簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近なこと（好き嫌い、家族、学校生活など）について短い文
章を書くことができる。

発④基礎的な語句、定型表現を用いて、限られた個人情報（家族や趣味など）や簡単な情報（時間や
日時、場所など）を伝えることができる。

話す　発表 話す　やりとり 書く 聞く

書①簡単な語や基礎的な表現を用いて、身近なこと（好き嫌い、家族、学校生活など）について短い文
章を書くことができる。

話す　発表 話す　やりとり 書く 聞く

CAN-DO 重点ポイント
（ルーブリックによる評価）

発③前もって話すことを用意した上で、基礎的な語句、定型表現を用いて、人前で実物を見せながらそ
の物を説明することができる。

書③趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができ
る。

や④家族、日課、趣味などの個人的なトピックについて、（必ずしも正確ではないが）なじみのある表現
や基礎的な文を使って、質問したり、質問に答えたりすることができる。

や④家族、日課、趣味などの個人的なトピックについて、（必ずしも正確ではないが）なじみのある表現
や基礎的な文を使って、質問したり、質問に答えたりすることができる。

発③前もって話すことを用意した上で、基礎的な語句、定型表現を用いて、人前で実物を見せながらそ
の物を説明することができる。

書③趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができ
る。

書③趣味や好き嫌いについて複数の文を用いて、簡単な語や基礎的な表現を使って書くことができ
る。

９
～
１
０

１
１
～
１
２

２
学
期
中
間

２
学
期
期
末
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